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３．中心市街地の活性化の目標 

［１］中心市街地活性化の目標 

中心市街地の課題や基本方針を踏まえ、以下のような考え方に基づき目標を設定します。 

目標１ 新たなサービスにより、にぎわいが感じられるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の特性を活かしながら、健康・予防医学等、市民ニーズを反映した新たなサービス

の提供によって、にぎわいのある中心市街地を形成すると共に、中心市街地の持続的な

活性化が可能となる仕組みづくりを目指します。 

・本市の顔となるエリアに位置する民間の主要商業施設の建て替え・リニューアルに合わ

せて新たなサービスの導入を図ることによって、さらなる利便性の向上やにぎわいの創

出を目指します。 

・空店舗を有効活用しながら市民ニーズに合った店舗の入居を促進することによって、商

業面における魅力向上を図ります。 

新たなサービスの提供によって、にぎわいのある中心市街地を形成します 

・守山銀座ビル地区第一種市街地

再開発事業 

・守山駅前の顔づくり事業 

（近江鉄道ビル建て替え事業） 

・セルバ守山１・２階活性化事業 

各事業に合わせて、健康・予防医学等の

新たなサービスの導入により、新規の商

業店舗の開店が見込まれ、商業の魅力向

上や集客力向上等が見込まれる 

【主要な事業】 【波及効果】 

空店舗対策事業 

新規の建て替えビルだけでなく、既存店

舗の空店舗等に対しても継続的にテナ

ントミックスを行うことによって、全体

的な商業環境が整い来店者の増加が図

られる 
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目標２ こどもから高齢者まで幅広い世代が誇りと愛着を持ち共生できるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水と緑を感じながら歩いて楽しい空間を創出しながら、医療福祉拠点との連携強化を図

るなど、快適に暮らせる環境を整えて、誇りと愛着が持てる中心市街地を形成します。 

・子育て世代をはじめとする全ての人が、文化活動等に参加しやすい環境を整えることに

よって、住み続けたいと思えるまちの環境形成を図ります。 

・音楽を柱とした多世代が楽しめるイベントの開催等を通して、多くの市民が交流できる

機会を積極的に設けることによって、幅広い世代が共生できるまちの形成を図ります。 

快適に暮らせる環境を整えて、誇りと愛着が持てる中心市街地を形成します 

市立図書館整備事業 文化拠点である図書館の再整備による、魅力

的な市民の居場所の創出によって、住み続け

たくなる居住環境の形成が図られる 

【主要な事業】 【波及効果】 

守山野洲市民交流プラザ

福祉文化事業の充実 

魅力的な講座や催しが充実することにより、

施設利用者の増加が図られると共に、ＪＲ東

海道線（琵琶湖線）の東西住民の交流の促進

が図られる 
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目標３ 地域資源を活かし、魅力的で歩いて楽しく回遊できるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＪＲ守山駅周辺地区のグランドデザイン・コンセプトに基づきながら、水と緑を活かし

た守山の顔づくりに取り組み、まち全体の魅力を高めて、歩いて楽しい中心市街地を形

成します。 

・中心市街地に点在する地域資源やほたるが舞う貴重な自然環境を活かしながらソフト事

業を展開し、前計画で整備した「水辺遊歩道ネットワーク」「歴史回廊ネットワーク」を

有効活用することによって、楽しく回遊できるまちの環境向上を図ります。 

 

まち全体の魅力を高め、歩いて楽しい中心市街地を形成します 

・守山銀座ビル地区第一種市街

地再開発事業 

・守山駅前の顔づくり事業 

（近江鉄道ビル建て替え事業） 

・平和堂守山店建て替え事業 

水と緑を活かした守山の顔を形成する

ことによって、来街者の増加が図られ

ると共に、買物・飲食・娯楽等を目的

とする回遊性の向上等が見込まれる 

【主要な事業】 【波及効果】 

県立成人病センター機能強化等

の「健康・予防医学の取り組み」 

当該施設の周辺に位置する施設と連携

を図りながら「健康・予防医学の取り

組み」を進めていくことによって回遊

性の向上等が見込まれる 
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《 中心市街地活性化の基本的方針と目標 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標１ 新たなサービスにより、にぎわいが感じられるまち 

目標２ こどもから高齢者まで幅広い世代が誇りと愛着を持ち共生できるまち 

目標３ 地域資源を活かし、魅力的で歩いて楽しく回遊できるまち 

 

 

③コミュニティの 
再生・強化の必要性 

⑤住み続けたくなる良
好な居住環境形成の
必要性 

②商業・文化機能
強化の必要性 

④地域資源を活かした
取り組み及び情報発
信の必要性 

       

 

(1) 都市機能の充実及び
周辺機能との連携と
商業機能の魅力強化
を図る 

課 

題 
  

 
 
 
 
 
 
  

基
本
方
針 

 
 
 
 
  

 
  

目 

標 

(3)住民参加による地域
資源の活用及び情報
発信を図る 

①教育・医療・福祉機能
の充実の必要性 

(2)住み続けたくなる
良好な居住環境の
形成を図る 

３ 地域資源を活か
し、魅力的で歩い
て楽しく回遊で
きるまち 

１ 新たなサービスに
より、にぎわいが
感じられるまち 

基本理念：「住み続けたくなる“絆と活力ある共生都市”の創造」 

 

基本方針１ 都市機能の充実及び周辺機能との連携と商業機能の魅力強化を図る 

基本方針２ 住み続けたくなる良好な居住環境の形成を図る 

基本方針３ 住民参加による地域資源の活用及び情報発信を図る 

２ こどもから高齢者
まで幅広い世代が
誇りと愛着を持ち
共生できるまち 
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中心市街地の活性化に向けた３つの目標を実現するため、７つの施策分野での事業展開を

図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［２］計画期間 

計画期間は、事業の実施効果が現れると考えられる令和３年３月までの６年間とします。 

 

 

 

 

 

c.医療福祉等と

連携した生活

環境の整備充

実 

d.文化機能等の

強化 

基本方針１ 都市機能の充実及び周辺機能との連携と商業機能の魅力強化を図る 

基本方針２ 住み続けたくなる良好な居住環境の形成を図る 

基本方針３ 住民参加による地域資源の活用及び情報発信を図る 

 
【目標２】 

こどもから高齢者ま
で幅広い世代が誇り
と愛着を持ち共生で
きるまち 

 

【目標３】 

地域資源を活か
し、魅力的で歩い
て楽しく回遊でき
るまち 

【目標１】 

新たなサービスに

より、にぎわいが

感じられるまち 

【 

目 

標 

】 

【
７
つ
の
施
策
分
野
で
の
事
業
展
開
】 

a.魅力ある商

業・集客機能の

強化 

b.商業施設等の

連携の強化 

e.景観・環境等に

配慮したまち

づくりの推進 

f.情報発信機能

の強化 

g.都市基盤施設

の整備充実 
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［３］数値目標 

（１）評価指標設定の考え方 

本計画では、中心市街地を活性化していくために設定した目標について、それぞれ定量的な

評価指標を設定します。 

「目標１ 新たなサービスにより、にぎわいが感じられるまち」に対応する評価指標 

「新たなサービスにより、にぎわいが感じられるまち」に対応する評価指標として、空店

舗・空地数（又は率）、新規出店店舗数、市民満足度、商品販売額等が考えられます。 

本市では、「商業面での活性化の効果が感じられない」との市民の声を踏まえ、継続して

空店舗解消に向けた取り組みを進めると共に、健康・予防医学等の取り組みを導入して新た

なサービスを提供するような新規店舗の出店や、ＪＲ守山駅周辺地区の活性化のためのグラ

ンドデザイン・コンセプトに基づく新規店舗の誘致等に取り組んでいきます。 

そこで、一般市民にも効果が伝わりやすく、適宜、観測・フォローアップが可能な「新規

出店店舗数」を評価指標に設定します。 

「目標２ こどもから高齢者まで幅広い世代が誇りと愛着を持ち共生できるまち」に対応する

評価指標 

「こどもから高齢者まで幅広い世代が誇りと愛着を持ち共生できるまち」に対応する評価

指標として、福祉・文化・交流施設の利用者数、居住者数、自治会活動の参加者数、市民の

福祉・文化・交流施設の満足度等が考えられます。  

本市では、市民の文化・交流活動の参加のしやすさを考えながら各施設の利用者数を経年

的に把握してきました。また、前計画に基づき、「都市活力の確保」「まちの拠点性の確保」

「住み続けたくなる居住環境の形成」の観点から、「あまが池プラザ」「守山宿・町家“うの

家”」等の整備を進めると共に、利用状況を確認してきました。 

そこで、常時観測が可能であり、定期的なフォローアップも可能である「中心市街地内の

福祉・文化・交流施設※の利用者数」を評価指標に設定します。 

※福祉・文化・交流施設の対象は、前計画と同様の守山公民館、駅前総合案内所、駅前コミュニティホー

ル、市民交流センター、中山道街道文化交流館、守山宿・町家“うの家”、あまが池プラザのほか、市立

図書館と守山野洲市民交流プラザを加えた 9施設とします。 

「目標３ 地域資源を活かし、魅力的で歩いて楽しく回遊できるまち」に対応する評価指標 

「地域資源を活かし、魅力的で歩いて楽しく回遊できるまち」に対応する評価指標として、

歩行者・自転車通行量、名所・旧跡の来訪者数、市街地内での滞在時間、まちの好感度等が

考えられます。 

本市では、ＪＲ守山駅周辺地区のグランドデザイン・コンセプトに基づく民間開発の推進

による水と緑を活かした一体的な守山の顔づくりやバリアフリー化等を行い、居住者や来訪

者が安全・安心に、楽しく、快適に、歩いてみたくなる環境を整え、まち全体の魅力を高め

ます。このため、評価指標として歩行者・自転車通行量を設定することが、市民にとっても

わかりやすく、定期的に観測が可能な指標であると考えられます。 

そこで、常時観測が可能であり、定期的なフォローアップも可能である「歩行者・自転車

通行量（平日）」を評価指標に設定します。 
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（２）評価指標に基づく数値目標の設定 

【評価指標① 新規出店店舗数】 

前計画の数値目標とした「中心市街地内の福祉・文化・交流施設の利用者数」「歩行者・

自転車通行量(平日)」については順調に推移しており、目標達成が確実な状況ですが、「守

山市中心市街地活性化協議会 検討委員会」からは、「商業面での活性化の実感は少ない」と

の意見が多く聞かれました。 

そのため、商業面での活性化に向けてまちの魅力を高める等の取り組みを実施した結果、

令和２年度までに、新規に中心市街地内に出店する店舗を 35店舗とすることを目指します。 

これは、前計画に基づいて進めてきた様々な活性化策の成果として平成 25 年度に７店舗

が新規出店したことを踏まえ、この基準年の実績を継続させていくことを目指すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、計画の終期は、当初予定していた平成 32 年３月から令和３年３月へ変更されました

が、これに伴う推計値、事業効果の増減は考慮せず、目標値は据え置くものとします。 

 

◆数値目標の根拠の考え方◆ 

中心市街地で生活している人に「商業面における活性化の実感」を感じてもらうためには、

一定数以上の新規商業店舗が継続的に出店し続け、至る所でにぎわいが発生していることを感

じていただく必要があるものと考えます。そのため、「守山銀座ビル地区第一種市街地再開発

事業」「守山駅前の顔づくり事業（近江鉄道ビル建て替え事業）」「セルバ守山１・２階活性化

事業」等のハード事業に加え、「空店舗対策事業」等のソフト事業を実施することによって、

基準年（平成 25年度）の実績を継続し続けていくことを見込みます。 

 (1)守山銀座ビル地区第一種市街地再開発事業による新規出店店舗数：５店舗 

守山銀座ビル地区第一種市街地再開発事業では、守山市のメインロードである銀座通りを

挟んで２棟のビルが整備される予定です。それらのビル内に５店舗の新規出店を見込みま

す。 

 

数値目標：３５店舗 

※Ｈ25 の新規出出店店舗数（7 店舗）   

  を基準値とする 
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 (2)近江鉄道ビル建て替え事業による新規出店店舗数：８店舗 

既存ビルでは、平成 26 年６月現在、１店舗のみが営業中です。また、整備後の店舗数は

９店舗（銀行、ホテルも１店舗とカウントする）となる見込みであり、新規出店店舗は８店

舗となる予定です。 

(3)セルバ守山 1・2階活性化事業による新規出店店舗数：12店舗 

平成 26年６月現在の空店舗（10店舗）への新規出店を図ります。また、既存の事務所２

ヵ所を商業店舗とする予定です。 

 

(4)空店舗対策事業等による新規出店店舗数：10 店舗 

前計画に引き続き、まちづくり会社「㈱みらいもりやま２１」等による商業店舗の誘致を

進めていきます。平成 25 年度の成果（２店舗）に基づき、引き続き毎年２店舗の出店を目

標とします。 

 

新規出店店舗数 (H25） ７店舗 

 

新規出店店舗数の数値目標(H27～R2) 35店舗 

  

活性化事業による増加見込み(H27～R2) 35店舗 

(1)守山銀座ビル地区第一種市街地再開発事業による新規出店店舗数 ５店舗 

(2) 守山駅前の顔づくり事業（近江鉄道ビル建て替え事業）による新

規出店店舗数 
８店舗 

(3)セルバ守山 1・2 階活性化事業による新規出店店舗数 12店舗 

(4)空店舗対策事業による新規出店店舗数 10店舗 

 

◆フォローアップ 

計画期間の最終年度にあたる令和２年度の終了後まで毎年フォローアップを行います。 

中心市街地内で新たに出店する商業店舗を常時確認し、状況に応じてテナントミックスに

向けた検討や新規出店促進のための措置を強化していくと共に、数値目標を検証し、状況に

応じて目標達成に向けた改善措置を講じていきます。 

 

 ◆調査方法 

現地踏査によって、商業店舗の新規出店状況を適宜調査します。 

 

【令和２年３月変更時の状況】 

 平成 30 年度のフォローアップでは、目標指数①新規出店店舗数の目標値に対し、最新値 61

店舗/年の状況であり、基準値を大幅に上回っている。新規追加事業である「起業・創業支援

事業」により、さらなるにぎわい創出を目指す。 
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【評価指標② 中心市街地内の福祉・文化・交流施設の利用者数】 

中心市街地内の福祉・文化・交流施設の入館者数は、平成 19 年度まで減少・停滞傾向に

ありましたが、前計画に基づく「小学校及び幼稚園の合築に合わせた福祉・文化・交流施設：

守山市中心市街地活性化交流プラザ（愛称 あまが池プラザ）」や「歴史文化拠点施設：守山

市歴史文化まちづくり館（愛称 守山宿・町家“うの家”）」の整備をはじめとする活性化に

向けた取り組みの効果により、大きく増加し続けています。 

今後、医療施設の集積地や市立図書館が立地する区域、JR 東側エリアとの連携を強化し

ながら、更に福祉・文化・交流を育む環境を整え、令和２年度に数値目標の計測対象とする

福祉・文化・交流施設※1の利用者数を約 40,000人/年増とすることを目指します。 

これは、基準年とする平成 25 年度に対し、市民の半数が対象施設をプラス１回多く利用

していただくことを目指すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 数値目標の計測対象とする福祉・文化・交流施設 

：守山公民館、駅前総合案内所、駅前コミュニティホール、市民交流センター、中山道街道文化交流館、あまが池プラザ、 

守山宿・町家“うの家”、守山市立図書館、守山野洲市民交流プラザ 

なお、計画の終期は、当初予定していた平成 32年３月から令和３年３月へ変更されましたが、

これに伴う推計値、事業効果の増減は考慮せず、目標値は据え置くものとします。 

 

◆数値目標の根拠の考え方◆ 

 今後、利用者増加に資する取り組みを行わない場合には、中心市街地内の福祉・文化・交流

施設の利用者数は横ばいで推移することが想定されますが、本計画に基づいて「市立図書館整

備事業」及び「守山野洲市民交流プラザ福祉文化事業の充実」を実施することによって利用者

が増加することを見込みます。 
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 (1)守山市立図書館整備事業による利用者の増加：31,190 人/年 

守山市立図書館は、昭和 53年の建設後 35 年以上を経過し、平成元年には増改築を行って

いるものの、老朽化に伴って市民ニーズを満足できる施設となっていません。そのため、市

民が隣接市の野洲市立図書館を利用する例も見られるようになっています。そこで、既存施

設の改築及び機能充実を図ることによって、利用者の増加を見込むものとします。 

 

建て替え後の守山市立図書館の規模は、既存の野洲市立図書館と同等程度となることか

ら、利用者数も同等程度とすることを目指します。 

野洲市立図書館の年間利用者(人/年) ÷ 規模(㎡) ＝ 1㎡当たりの想定利用者(人/年/㎡) 

245,271（人/年）÷ 3,561（㎡）≒ 69（人/年/㎡） 

1㎡当たりの想定利用者(人/年/㎡) × 事業後の規模(㎡) ＝ 事業後の想定利用者(人/年) 

69（人/年/㎡）× 3,800（㎡）≒ 262,200（人/年） 

事業後の想定利用者(人/年) － 基準年(平成 25 年度)の利用者(人/年) ＝ 利用者の増加分(人/年) 

262,200（人/年）－ 231,010（人/年）＝ 31,190（人/年） 

 

(2)守山野洲市民交流プラザ福祉文化事業の充実による利用者の増加：150 人/年 

ＪＲ線路の東側に位置する「守山野洲市民交流プラザ」では、福祉・文化に関連する様々

な催しや講座が行われています。そのような活動の充実を図ることによって、利用者の増加

を見込むものとします。 

 

近年(平成 21～25 年度)の利用者平均の１割増を目指します。 

守山野洲市民交流プラザ福祉文化事業利用者平均(人/年) × 0.1 ＝ 利用者の増加分(人/年) 

1,544（人/年）× 0.1 ≒ 150（人/年） 

 

(3)中心市街地活性化に向けた様々な取り組みによる利用者の増加：15,440 人/年 

前計画で数値目標計測の対象とした「中心市街地内の福祉・文化・交流施設」のうち、直

接的な活性化事業を行わなかった施設（守山公民館、駅前総合案内所、駅前コミュニティホ

ール、市民交流センター）では、22％の増加が見られました。 

これに基づき、２期計画においてはその半分程度の増加を見込みます。 

直接的な活性化事業を行わない対象施設の平成 25年度の利用者数(人/年) × 0.1 

＝ 利用者の増加分(人/年) 

154,447（人/年）× 0.1 ≒ 15,440（人/年） 
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中心市街地内の福祉・文化・交流施設の利用者数 (H25） 466,854人/年 

 

中心市街地内の福祉・文化・交流施設の利用者数の数値目標(R2) 507,000人/年 

  

中心市街地内の福祉・文化・交流施設の利用者数の目標増加量(H27～R2) 40,146 人/年増 

  

活性化事業による増加見込み（H27～R2） 46,780 人/年増 

(1)守山市立図書館整備事業による利用者の増加 31,190人/年増 

(2)守山野洲市民交流プラザ福祉文化事業の充実による利用者の増加 150人/年増 

(3)中心市街地活性化に向けた様々な取り組みによる利用者の増加 15,440人/年増 

 

 

◆フォローアップ 

計画期間の最終年度にあたる令和２年度の終了後まで毎年フォローアップを行います。 

事業の進捗状況について毎年度確認し、状況に応じて事業の進捗促進のための措置を講じ

ていくとともに、数値目標を検証し、状況に応じて目標達成に向けた改善措置を講じていき

ます。 

 

 ◆調査方法 

   利用者数については、毎年４月頃に既存の福祉・文化・交流施設である「守山公民館」「駅

前総合案内所」「駅前コミュニティホール」「市民交流センター」「中山道街道文化交流館」「あ

まが池プラザ」「守山宿・町家“うの家”」の７施設と、新たに対象施設とする「守山市立図

書館」「守山野洲市民交流プラザ」の２施設を加えた、計９施設の年間利用者数を調査しま

す。 
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【評価指標③ 歩行者・自転車通行量(平日)】 

中心市街地内の歩行者・自転車通行量（平日）について、昭和 51,59 年度の調査データがあ

る３地点の合計を見ると、平和堂守山店が開店し最もにぎわいのあった昭和 51 年度と比較し

て平成 19 年度の通行量は３分の２程度と激減しましたが、その後は前計画に基づく取り組み

によってやや持ち直しており、近年（平成 20～25年度）の平均値は約 7,100 人/日前後となっ

ています。 

今後も新計画に基づいて、来訪者が安全・快適に、魅力的で歩いて楽しく回遊できる環境を

整えることにより、さらにまちなかを行き交う人の増加を促進して、令和２年度に、平成 25

年度に対して年 0.5％増加させることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的には、歩行者・自転車通行量（平日５地点合計）、平成 25年度の 15,742人/日につい

て、目標年次の令和２年度に 16,200人/日とすることを目指します。 

 

なお、計画の終期は、当初予定していた平成 32 年３月から令和３年３月へ変更されました

が、これに伴う推計値、事業効果の増減は考慮せず、目標値は据え置くものとします。 

 

◆数値目標の根拠の考え方◆ 

「守山銀座ビル地区第一種市街地再開発事業」「守山駅前の顔づくり事業（近江鉄道ビル建

て替え事業）」「平和堂守山店建て替え事業」など既存施設の建て替えや、「県立成人病センタ

ー第二期改築工事、聴覚・コミュニケーション医療センター構想推進事業」による既存施設の

機能充実、それらに合わせた「健康・予防医学の取り組み」によって、来訪者や回遊者の増加

を促進し、それに伴い歩行者・自転車通行量が増加することを見込みます。 

 

 

[人/日] 年約 0.5％の増加 
(458人/日増) 

6,953 
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■ 歩行者・自転車通行量の調査地点と主要事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1)守山銀座ビル地区第一種市街地再開発事業による増加：123 人/日 

当該事業で整備される再開発ビルには、低層階に商業施設、中高層階に居住施設が入る計

画となっています。そのため、商業施設のリニューアルによる来客の増加や居住者の増加に

伴う歩行者・自転車通行量の増加を見込みます。 

①居住を目的とする施設利用者の増加：80 人/日 

居住者のうち、８割の人が１日に１度は外出するものと見込みます。 

（ 計画人口(人) － 既存人口(人) ）× 0.8 ＝ 一日当たりの施設利用増加(人/日) 

（ 50（戸）× 2.5（人/戸）－ 25（人） ）× 0.8 ＝ 80（人/日） 

②商業施設を目的とする施設利用者の増加：100人/日 

新規出店店舗への想定来客数を増加分と考えます。 

新規出店店舗数(店) ×想定来客数(人/店・日) ＝ 一日当たりの施設利用増加(人/日) 

５（店）× 20（人/店・日）＝ 100（人/日） 

 

 

水辺遊歩道ネットワーク 

歴史回廊ネットワーク 
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①②の施設利用者増加分のうち歩行者・自転車利用者は、京阪神都市圏パーソントリップ

調査より、徒歩での利用者は 15.0％、自転車での利用者は 19.1％と考えられます。 

また、それらの人がいずれかの調査地点を一往復するものと想定します。 

施設利用者の増加(人/日)× 徒歩及び自転車分担率×２(カウント) 

 ＝ 歩行者・自転車通行量の増加（人/日） 

180（人/日）×（15.0％＋19.1％）× ２ ≒ 123（人/日） 

 

表 守山市代表交通手段別発生集中交通量（H22年平日）    単位：トリップエンド、％ 

 徒歩 自転車 
自動二輪・

原付 
自動車 バス 鉄道 計 

ﾄﾘｯﾌﾟ数 

（構成比） 

50,765 

(15.0) 

64,567  

(19.1) 

4,658 

(1.4) 

185,092 

(54.6) 

2,250 

(0.7) 

31,186 

(9.2) 

338,518 

(100) 
（資料：京阪神都市圏パーソントリップ調査） 

 

 

 

(2)守山駅前の顔づくり事業（近江鉄道ビル建て替え事業）による増加：141 人/日 

既存ビル内には一般的な商業店舗が１店舗のみ営業していたのに対し、建て替え後は一般

的な商業店舗スペースが７店舗となるほか、銀行とホテルが入る予定となっています。 

①一般的な商業店舗を目的とする施設利用者の増加：120人/日 

新規出店店舗への想定来客数を増加分と考えます。 

新規出店店舗数(店) ×想定来客数(人/店・日) ＝ 一日当たりの施設利用増加(人/日) 

６（店）× 20（人/店・日）＝ 120（人/日） 

②銀行を目的とする施設利用者の増加：30 人/日 

新規出店店舗への想定来客数を増加分と考えます。 

新規出店店舗数(店) ×想定来客数(人/店・日) ＝ 一日当たりの施設利用増加(人/日) 

１（店）× 30（人/店・日）＝ 30（人/日） 

③ホテルを目的とする施設利用者の増加：57 人/日 

整備するホテルの部屋数は 96室（全てシングル）であり、稼働率は 60％と想定します。 

部屋数(室)× 一室当たり人数（人/室）× 稼働率 ＝ 一日当たりの施設利用増加(人/日) 

96（室）× １（人/室）× 0.6 ＝ 57（人/日） 

①～③の施設利用者増加分のうち歩行者・自転車利用者は、京阪神都市圏パーソントリッ

プ調査より、徒歩での利用者は 15.0％、自転車での利用者は 19.1％と考えられます。 

また、それらの人がいずれかの調査地点を一往復するものと想定します。 

施設利用者の増加(人/日)× 徒歩及び自転車分担率×２(カウント) 

 ＝ 歩行者・自転車通行量の増加（人/日） 

207（人/日）×（15.0％＋19.1％）× ２ ≒ 141（人/日） 
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(3)平和堂守山店建て替え事業による増加：14 人/日 

現在の空店舗（１店舗）を解消することを見込みます。 

 

新規出店店舗数(店) ×想定来客数(人/店・日) ＝ 一日当たりの施設利用増加(人/日) 

１（店）× 20（人/店・日）＝ 20（人/日） 

施設利用者の増加(人/日)× 徒歩及び自転車分担率×２(カウント) 

 ＝ 歩行者・自転車通行量の増加（人/日） 

20（人/日）×（15.0％＋19.1％）× ２ ≒ 14（人/日） 

 

(4)滋賀県立成人病センター機能強化等の「健康・予防医学の取り組み」による増加：200 人/日 

既存の滋賀県立成人病センターの改築及び聴覚・コミュニケーション医療センター構想の

推進に合わせて、当該施設の周辺に位置する施設と連携を図りながら「健康・予防医学の取

り組み」を進めていきます。それらの施設を徒歩及び自転車で利用する人が、一日当たり

100人程度増加し、それらの人がいずれかの調査地点を一往復するものと想定します。 

徒歩及び自転車での施設利用者の増加(人/日)×２(カウント) 

 ＝ 歩行者・自転車通行量の増加（人/日） 

100（人/日）× ２ ＝ 200（人/日） 

 

中心市街地内の歩行者・自転車通行量 (H25） 15,742 人/日 

 

中心市街地内の歩行者・自転車通行量の数値目標（R2） 16,200 人/日 

  

中心市街地内の歩行者・自転車通行量の目標増加量 (H27～R2） 458 人/日増 

  

活性化事業による増加見込み（H27～R2） 478 人/日増 

(1) 守山銀座ビル地区第一種市街地再開発事業による増加 123人/日増 

(2) 守山駅前の顔づくり事業（近江鉄道ビル建て替え事業）による増加 141人/日増 

(3) 平和堂守山店建て替え事業による増加 14人/日増 

(4) 滋賀県立成人病センター機能強化等の「健康・予防医学の取り組み」

による増加 
200人/日増 

 

◆フォローアップ 

計画期間の最終年度に当たる令和２年度の終了後まで毎年フォローアップを行います。 

事業の進捗促進について毎年度確認し、状況に応じて事業の進捗促進のための措置を講じ

ていくと共に、数値目標を検証し、状況に応じて目標達成に向けた改善措置を講じていきま

す。 

 

◆調査方法 

歩行者・自転車通行量については、毎年 11 月頃に「銀座通り（北野電気前）」「中山道（う

の家前）」「ほたる通り（沢井電気前）」「すこやか通り（郵便局前）」「銀座通り（シャリエ守

山梅田前）」の計５箇所で交通量調査を行います。 
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【令和２年３月変更時の状況】 

平成 30年度のフォローアップでは、目標指標③の歩行者・自転車通行量（平日）の最新値は

14,726人/年であり、基準値を下回っている。その要因は、主要事業である「守山銀座ビル地区

第一種市街地再開発事業」が未完了であることによるものと考えられる。 

 「守山銀座ビル地区第一種市街地再開発事業」が完了し、既存のにぎわい創出拠点と連携する

ことで、域内の回遊性を高める。また、「ヘルスケアを核とした地域商業活性化事業 ～Total 

health care solution～」、「商業交流機能強化による健康・予防医学の取り組み」、「健康・

予防医学の取り組みと連携した店舗誘致検討」等の事業の波及効果により、令和２年度に目標指

標③の達成を目指す。 

 また、新たに取り組む「起業・創業支援事業」は、目標指標①に寄与するが、中活エリア内の

商業の活性や新たなサービスの創出により、回遊性の向上が見込まれるため、目標指標③にも寄

与する。 
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４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の 

整備その他の市街地の整備改善のための事業に関する事項 

［１］市街地の整備改善の必要性  

【現状と市街地の整備改善の事業の必要性】 

本市は京都、大阪のベッドタウンとしての利便性も高く、ＪＲ守山駅周辺ではマンションの

建設が継続的に行われ、中心市街地の人口は増加し続けています。これに伴って、住み続けた

くなる環境整備や、新規住民を含めた「人と人の絆」を強化する都市基盤整備の必要性がます

ます高まっています。 

平成 21 年以降は、前計画に基づく活性化事業の実施により市街地の整備が進み、以下のよ

うな変化が見られます。 

①「水辺遊歩道ネットワークの形成」事業によって、河川沿道の遊歩道や小公園の整備を進

めてきた結果、自然を感じながら気持ちよく散策できる空間が創出されました。 

②「市道勝部浮気線」「道路のバリアフリー化」事業によって、道路のバリアフリー化を進

めてきた結果、誰もが歩いて回遊しやすい環境が高まりました。 

③「駐車場整備」事業によって、守山幼稚園跡や JR貨物用地を駐車場として整備した結果、

中心市街地に来訪しやすい環境が高まりました。 

④「中山道歩行者支援施設整備」「分かりやすいサイン表示設置」事業等に取り組んだこと

によって、歴史回廊ネットワークの利便性や認知度の向上が図られました。 

 

このような現状のなか、本市の中心市街地における市街地整備改善の必要性は以下の点にあ

ります。 

① 「健康生活都市を支える中核ゾーン」の形成に向けて、主要医療施設の集積地と前計

画区域との連携強化を図る取り組みが必要です。 

② 本市のメインロードである銀座通りの沿道に立地する老朽化した商業ビルにおいて、

都市機能の高度化や魅力向上を図る取り組みが必要です。 

③ 中心市街地内を安全・安心に楽しく回遊できる環境を高めるため、さらなる道路のバ

リアフリー化や歩道の整備等の取り組みが必要です。 

④ 散策を楽しみたくなる環境を高めるため、河川の自然環境保全や小公園の整備、道路

の美装化等の取り組みが必要です。 

 

【フォローアップの考え方】 

事業の進捗状況について毎年度確認し、状況に応じて事業の促進等の改善措置を講じます。 
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［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

   該当なし 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の内容

及び実施時期 

その他の

事項 

●事業名 

守山銀座ビル地区第一

種市街地再開発事業 

◎事業内容 

既存商店街ビルの建て

替え 

■実施時期 

H27年度～R２年度 

守山銀

座ビル

市街地

再開発

組合 

【位置付け】 

建築から 50年が経過し、老朽化が進ん

でいる銀座商店街東西ビルの建て替え

を行い、商業施設の魅力や利便性また

道路機能を向上させることによって、

集客力の向上やにぎわいの創出を図

る。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のため

に必要な事業である。 

●支援措置 

社会資本整

備総合交付

金 (市街地

再開発事業

等) 

■実施時期 

H27年度～R

２年度 

 

 

 

②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

 該当なし 
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（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

  事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の内容

及び実施時期 

その他の

事項 

●事業名 

道路のバリアフリー化

(古高川田線道路改良

工事) 

◎事業内容 

道路のバリアフリー化 

■実施時期 

H24～29年度 

守山市 

 

【位置付け】 

歩道のバリアフリー化を行い、回遊性

の向上を図る。 

【必要性】 

都市基盤施設の整備充実のために必

要な事業である。 

●支援措置 

社会資本整

備総合交付

金 (都市再

生整備計画

事業) 

■実施時期 

H24～28 年

度 

 

●事業名 

勝部１号線通学路安全

対策事業 

◎事業内容 

水路の暗渠化に伴う歩

行者の安全性向上 

■実施時期 

H26～30年度 

守山市 

 

【位置付け】 

ＪＲ守山駅の西側と東側を結ぶ勝部

１号線沿線において、現状は開渠であ

る水路を暗渠にすることによって、安

全・安心に歩ける歩行スペースを確保

し、住み続けたくなる環境を創出す

る。 

【必要性】 

都市基盤施設の整備充実のために必

要な事業である。 

●支援措置 

防災・安全

交付金 (道

路事業) 

■実施時期 

H26～28 年

度 

 

●事業名 

ヘルスケアを核とした

地域商業活性化事業～

Total health care 

solution～ 

◎事業内容 

守山銀座ビルにおける

テナントミックス事業

■実施時期 

H30年度～ 

守山銀

座ビル

市街地

再開発

組合、守

山銀座

商店街

振興組

合、株式

会社バ

ルニバ

ービー 

【位置付け】 

健康（ヘルスケア）をコンセプトにし

た集客・交流機能を整えた店舗の整備

および健康（ヘルスケア）をコンセプ

トにした多世代交流拠点施設を運営

する。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のため

に必要な事業である。 

●支援措置 

地域・まち

なか商業活

性化支援事

業費補助金

（地域商業

自立促進事

業） 

■実施時期 

H30年度 
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（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

●事業名 

銀座三角公園整備事業 

◎事業内容 

小公園の整備 

■実施時期 

H27年度～ 

 

守山市 【位置付け】 

銀座商店街及びあまが池親水緑地に隣

接する遊休地をポケットパークとして

整備し、誰もが気軽に立ち寄れる場所

を整備することによって、回遊しやす

い環境を高め、にぎわいの創出を図る。 

【必要性】 

都市基盤施設の整備充実のために必要

な事業である。 

  

●事業名 

楓三道機能向上検討事

業 

◎事業内容 

道路の機能向上検討 

■実施時期 

H27年度～ 

 

守山市 【位置付け】 

主要施設を連絡し、歩行者の主要動線

の一つとなる市道（楓三道）の機能向

上に向けて検討することによって、回

遊を楽しめる、歩きたくなる環境を高

める。 

【必要性】 

都市基盤施設の整備充実のために必要

な事業である。 

  

●事業名 

目田川歩道整備など自

然環境保全 

◎事業内容 

河川区域内の環境保全 

■実施時期 

H26年度～ 

守山市 

、認定Ｎ

ＰＯ法

人びわ

こ豊穣

の郷、Ｎ

ＰＯ法

人碧い

びわ湖 

【位置付け】 

中心市街地内と市民運動公園を結ぶ目

田川の河川環境づくり、遊歩道の整備、

「ほたる条例」等による自然環境保全

を図り、回遊を楽しめる、歩きたくな

る環境を高める。 

【必要性】 

都市基盤施設の整備充実のために必要

な事業である。 

  

●事業名 

ウォーキング環境向上

検討事業 

◎事業内容 

ウォーキング環境の向

上についての検討 

■実施時期 

H25年度～ 

守山市 【位置付け】 

市民の健康増進に向けて、「ウォーキン

グマップもりやま」を活用したウォー

キングを推進すると共に、ウォーキン

グ環境の向上について検討する。 

【必要性】 

医療福祉等と連携した生活環境の整備

充実のために必要な事業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

●事業名 

守山駅前連絡通路安全

性向上検討事業 

◎事業内容 

既存の地下道の安全性

向上に向けた検討 

■実施時期 

H27年度～ 

守山市 【位置付け】 

JR 守山駅の東西を連絡する地下道の

安全性向上について検討し、東西アク

セスの強化を図る。 

【必要性】 

都市基盤施設の整備充実のために必要

な事業である。 

  

●事業名 

｢都市機能誘導区域｣指

定の可能性に向けた調

査 

◎事業内容 

都市構造の再構築に向

けた調査の実施 

■実施時期 

H27年度 

守山市 【位置付け】 

健康生活都市を支える中心市街地につ

いての、都市再生特別措置法改正「都

市機能誘導区域」指定の可能性に関す

る調査研究を実施し、都市構造再構築

の促進を目指す。 

【必要性】 

都市基盤施設の整備充実のために必要

な事業である。 

  

●事業名 

中心市街地における広

場の有効活用について

の検討 

◎事業内容 

広場の有効活用策の検

討 

■実施時期 

H27年度～ 

守山市 【位置付け】 

中心市街地内の広場のさらなる有効活

用に向けて検討することによって、回

遊しやすい環境を高め、にぎわいの創

出を図る。 

【必要性】 

都市基盤施設の整備充実のために必要

な事業である。 
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５．都市福利施設を整備する事業に関する事項 

［１］都市福利施設の整備の必要性  

【現状と都市福利施設の整備の必要性】 

本市は、現在においても人口が増加し続けている稀有な都市であり、少子高齢化の進行は深

刻ではないものの、近い将来の超高齢化社会への対応を進めていく必要があります。 

前計画で設定した活性化区域の隣接エリアには、市民病院や県立成人病センター、県立小児

保健医療センター等の主要医療施設が集積していますが、今後はこのエリアと一体的に中心市

街地活性化に取り組んでいくことが重要な状況となっています。 

平成 21 年以降は、前計画に基づく活性化事業の実施により都市福利施設の整備が進み、以

下のような変化が見られます。 

①守山小学校と守山幼稚園の合築に合わせて、守山市中心市街地活性化交流プラザ（愛称：

あまが池プラザ）を整備したことにより、都市福利施設の利用者が増加し、交流活動の

活発化等に多大な効果を上げています。 

②守山市歴史文化まちづくり館（愛称：守山宿・町家“うの家”）を整備し、多様なイベン

ト等に利用されることによって、にぎわいの創出に寄与しています。 

③「旧八幡信用金庫広場整備」事業によって、中山道街道文化交流館付近に駐車場やにぎ

わい広場を整備した結果、利便性向上に伴う施設利用者の増加、イベント活動の活発化

等の効果が見られます。 

 

このような現状のなか、本市の都市福利施設の整備の必要性は以下の点にあります。 

①世界的にも貴重性の高い医療施設の整備や既存施設のリニューアルに伴い、「健康・予防

医学」をテーマとした一体的な取り組みが必要です。 

②老朽化した市立図書館の再整備を行い、多世代の交流やコミュニティの再生・強化に向

けて「人と人の絆」の育成を促進するような、文化・交流等の拠点として市民の居場所

と成り得る場の創出が必要です。 

③その他の既存都市福利施設についても、有効活用の促進に向けたハード・ソフト両面か

らの整備、継続的な検討等の取り組みが必要です。 

④こどもから高齢者までの「共生」を可能とするため、子育て世代の来訪環境や身近に行

政サービスが受けられる環境を高め、「歩いて暮らせるまちづくり」のための都市機能整

備が必要です。 

 

【フォローアップの考え方】 

事業の進捗状況について毎年度確認し、状況に応じて事業の促進等の改善措置を講じます。 
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［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

   該当なし 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の内容

及び実施時期 

その他の事

項 

●事業名 

守山市立図書館整備事

業 

◎事業内容 

図書館の再整備 

■実施時期 

H30年度 

守山市 【位置付け】 

文化・芸術の拠点として多世代の利用

が活発になると共に、文化芸術交流の

質的向上が図れるよう、図書館の再整

備を行う。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 

●支援措置 

中心市街地

再活性化特

別対策事業 

■実施時期 

H30年度 

 

 

 

②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の内容

及び実施時期 

その他の事

項 

●事業名 

守山市立図書館整備事

業（再掲） 

◎事業内容 

図書館の再整備 

■実施時期 

H25～30年度 

守山市 【位置付け】 

文化・芸術の拠点として多世代の利用

が活発になると共に、文化芸術交流の

質的向上が図れるよう、図書館の再整

備を行う。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 

●支援措置 

社会資本整

備総合交付

金 (都市再

生整備計画

事業) 

■実施時期 

H25～29 年

度 
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（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の内容

及び実施時期 

その他の事

項 

●事業名 

守山市立図書館整備事

業（再掲） 

◎事業内容 

図書館の再整備 

■実施時期 

H25～30年度 

守山市 【位置付け】 

文化・芸術の拠点として多世代の利用

が活発になると共に、文化芸術交流の

質的向上が図れるよう、図書館の再整

備を行う。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 

●支援措置 

地方創生拠

点整備交付

金 

■実施時期 

H28 年度～ 

 

 

（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の事

項 

●事業名 

図書館サービスの充実

検討事業 

◎事業内容 

図書館サービスの充実

検討 

■実施時期 

H26 年度～ 

守山市 

 

【位置付け】 

図書館施設整備事業に連動して IC タ

グの導入・視聴覚資料（CD，DVD）及

び図書の充実や、駅周辺及び地区会館

での予約、リクエスト本の受け渡しが

出来る環境整備について検討する。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 

  

●事業名 

滋賀県立成人病センタ

ー第二期改築工事、聴

覚・コミュニケーショ

ン医療センター構想推

進事業 

◎事業内容 

病院機能強化のための

新病棟の整備と聴覚器

医療の確立 

■実施時期  

H23年度～ 

滋賀県 【位置付け】 

県立成人病センターにおいて、高度専

門医療の提供と全県型医療の展開に

向けた機能強化を図る。また、聴覚器

障害を持つ児童や難聴を患う高齢者

が活き活きと健康的な生活が送れる

よう「聴覚・コミュニケーション医療

センター構想」の取り組みを進める。 

【必要性】 

医療福祉等と連携した生活環境の整

備充実のために必要な事業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の事

項 

●事業名 

守山野洲市民交流プラ

ザ福祉文化事業の充実 

◎事業内容 

講座、セミナー等の充

実 

■実施時期  

H27年度～ 

(一財)

守山野

洲市民

交流プ

ラザ 

 

【位置付け】 

守山野洲市民交流プラザの福祉文化

事業の充実を図り、ＪＲ守山駅西口か

らの集客や施設利用者の増加を図る。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 

  

●事業名 

守山市民病院の機能強

化の検討 

◎事業内容 

市民病院の機能強化に

ついての検討 

■実施時期 

H26 年度～ 

守山市 

 

【位置付け】 

守山市民病院の検診やリハビリ等の

機能強化、地域医療の連携を進めるた

め、一般病棟に地域包括ケア病床の配

置を行うなど、後方支援の充実につい

て検討する。 

【必要性】 

医療福祉等と連携した生活環境の整

備充実のために必要な事業である。 

  

●事業名 

旧大津地方法務局守山

出張所有効活用検討事

業 

◎事業内容 

旧公共施設の有効活用

検討 

■実施時期 

H26年度～ 

守山市 

 

【位置付け】 

平成 26 年３月に統合・廃止された旧

大津地方法務局守山出張所の有効活

用について検討し、中心市街地におけ

る都市機能の増進を目指す。 

【必要性】 

都市基盤施設の整備充実のために必

要な事業である。 

  

●事業名 

中山道街道文化交流館

事業内容の充実検討 

◎事業内容 

歴史文化交流施設の事

業内容の充実検討 

■実施時期 

H27年度～ 

民間事

業者、 

守山市 

 

【位置付け】 

中山道街道文化交流館における事業

内容の充実や有効活用を図ることに

よって、歴史文化交流施設の利用者の

増加を目指す。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の事

項 

●事業名 

駅前総合案内所おもて

なし機能強化検討事業 

◎事業内容 

駅前総合案内所の機能

強化検討 

■実施時期 

H26年度～ 

守山商

工会議

所、守山

市 

 

【位置付け】 

駅前総合案内所の利用者の利便性及

び情報発信等おもてなし機能を強化

し、駅を利用する来訪者にとって、ま

ちの顔となる施設の機能強化を図る

ことによって、守山市の魅力向上及び

ＰＲ効果を高めることを目指す。 

【必要性】 

情報発信機能の強化のために必要な

事業である。 

  

●事業名 

赤ちゃんの駅推進事業 

◎事業内容 

授乳やおむつ替えスペ

ースの設置・情報発信 

■実施時期 

H23年度～ 

民間事

業者等、 

守山市 

【位置付け】 

授乳やおむつ交換等が出来る施設を

「赤ちゃんの駅」として登録し、情報

発信を行うことで買い物環境の向上

を図り、子育てしやすい環境を整備す

る。 

【必要性】 

医療福祉等と連携した生活環境の整

備充実のために必要な事業である。 

  

●事業名 

身近に歩いて行政サー

ビスを受けられる環境

のより一層の充実検討 

◎事業内容 

福祉・文化等の行政サ

ービスの充実について

検討 

■実施時期 

H21 年度～ 

守山市 

 

【位置付け】 

今後の少子高齢社会を見据えて、歩い

ていけるエリア内で生活を支える福

祉・文化等の行政サービスを受けられ

る環境のより一層の充実について検

討し、住み続けたくなる環境の向上を

目指す。 

【必要性】 

医療福祉等と連携した生活環境の整

備充実のために必要な事業である。 

  

●事業名 

介護予防の推進 

◎事業内容 

あまが池プラザで行う

介護予防事業の推進 

■実施時期 

H21 年度～ 

守山市 

 

【位置付け】 

あまが池プラザにおいて、回想法や健

康体操等を実施し、高齢者の介護予防

を推進し、健やかで生きがいを持った

暮らしを維持する。 

【必要性】 

医療福祉等と連携した生活環境の整

備充実のために必要な事業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の事

項 

●事業名 

若手音楽家育成事業 

◎事業内容 

若手音楽家の育成とま

ちの魅力発信 

■実施時期 

H27年度～ 

㈱みらい

もりやま

２１ 

【位置付け】 

あまが池プラザ等において、プロピア

ニストを目指す地元の高校生や大学

生の育成に取り組み、文化に理解、造

詣が深いまちとのイメージづくりを

図る。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 

  

●事業名 

まちづくり活動応援プ

ロジェクト 

◎事業内容 

まちづくり関係団体へ

のアドバイスの実施、

自立・発展の促進 

■実施時期 

H27年度～ 

㈱みらい

もりやま

２１ 

【位置付け】 

地域で活動するまちづくり関係の団

体に対し、様々な方向からアドバイス

をおこない、まちづくり活動団体の自

立、発展を促すことによって、活性化

への取り組みを促進する。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 
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６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のための事業 

及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

［１］街なか居住の推進の必要性  

【現状と街なか居住の推進の必要性】 

近年、ＪＲ守山駅周辺では高層マンションの建設が目立っており、本市の中心市街地の人口

は増加しています。しかしながら、一方ではこれらマンションの建設に伴って、景観や住環境

の保全に関する問題が生じています。 

街なか居住を推進していくに当たっては、生活の場としての利便性や安全性の確保、地域コ

ミュニティの形成等が大切になってきます。 

「住み続けたくなる“絆と活力ある共生都市”の創造」を基本理念に据えて中心市街地活性

化に取り組む本市にとって、街なか居住の推進のためには、駅前としての良好な環境形成や歴

史的景観の保全に向けた取り組みと同時に、良好な居住環境を創出していく取り組みが必要で

す。その一環として、本市では中山道守山宿等地区計画及び景観条例・景観計画を定めており、

良好な景観形成を誘導しています。 

このような状況のなか、本市の街なか居住の推進、居住環境の向上に向けた取り組みの必要

性は以下の点にあります。 

①中山道守山宿の歴史的景観を保全すると共に、中山道守山宿等地区計画の活用により歴

史的な街並みと調和した建築物の誘導を図ることが必要です。 

②ＪＲ守山駅の周辺においては、守山の顔にふさわしい良好な景観の形成が必要です。 

③小河川等を活かし、自然環境と調和した良好な居住環境を創出することが必要です。 

④中心市街地の魅力を高め、民間活力による街なか居住の推進が必要です。 

⑤都市と農村の交流を促進して、魅力的な生活環境を創出することが必要です。 

 

【フォローアップの考え方】 

事業の進捗状況について毎年度確認し、状況に応じて事業の促進等の改善措置を講じます。 
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［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

   該当なし 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

   該当なし 

 

②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の内容

及び実施時期 
その他の事項 

●事業名 

中山道の街並み整備事

業 

◎事業内容 

中山道の街並みに合致

した修景整備に対して

助成する 

■実施時期 

H20～R２年度 

 

 

守山市 【位置付け】 

中山道守山宿等地区計画区域

内の沿道に面した建築物等に

おいて、地区計画及び施工基準

に適合した修景整備を行った

場合に助成し、中山道の歴史的

な建造物や中山道守山宿らし

い風情ある景観を保全・再生す

ることにより、市民が誇りを持

てる環境形成を図る。 

【必要性】 

景観・環境等に配慮したまちづ

くりの推進のために必要な事

業である。 

●支援措置 

社会資本整

備総合交付

金(都市再生

整備計画事

業(守山市南

部地区))  

■実施時期 

H26～29年度 

 

●支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（守山市南

部（第２期）

地区）） 

■実施時期 

H30～ R４年

度 

 

●支援措置 

都市再生整備計

画事業(守山市

市街地地区)  

■実施時期 

H20～21年度 

 

●支援措置 

社会資本整備総

合交付金(都市

再生整備計画事

業(守山中心市

街地地区))  

■実施時期 

H22～25年度 

 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

   該当なし 
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（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援措

置の内容及び実

施時期 

その他の事

項 

●事業名 

もりやま健康フェ

スティバル 

◎事業内容 

全市民が楽しめる

健康をテーマにし

たイベントの開催 

■実施時期 

H26年度～ 

守山市 

 

【位置付け】 

全市民が楽しく健康づくりを実感す

ることができる健康イベントを開催

し、健康相談・講演会・健康教室等

を実施することによって、健康予防

医学の取り組みを進める。 

【必要性】 

医療福祉等と連携した生活環境の整

備充実のために必要な事業である。 

  

●事業名 

水とホタルから輝

くプロジェクト 

◎事業内容 

水とホタルを中心

としたまちづくり

活動の検討 

■実施時期 

H26年度～ 

守山学

区自治

会、 

守山市 

 

【位置付け】 

ホタル学習会や美化活動等のイベン

トや活用の実施等により、水とホタ

ルを中心としたまちづくり活動を行

うと共に、ホタル保護のための「ホ

タルール」作成の検討等を通して、

コミュニティの強化を目指す。 

【必要性】 

景観・環境等に配慮したまちづくり

の推進のために必要な事業である。 

  

●事業名 

守山の歴史・伝統

文化再発見プロジ

ェクト 

◎事業内容 

ハード整備に合わ

せた歴史をテーマ

とするソフト事業

の実施 

■実施時期 

H26年度～ 

守山学

区自治

会 

守山市 

 

【位置付け】 

伊勢遺跡や中山道等の歴史資源を活

用した散策ルートの設定、火まつり

等の地域資源を活かしたイベントを

実施する等、地域の人々が歴史や伝

統文化を学ぶ機会をつくり、コミュ

ニティの強化を図る。 

【必要性】 

景観・環境等に配慮したまちづくり

の推進のために必要な事業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援措

置の内容及び実

施時期 

その他の事

項 

●事業名 

ＪＲ東側活性化プ

ロジェクト 

◎事業内容 

地域資源を活かし

た活性化事業の検

討 

■実施時期 

H26年度～ 

守山学

区自治

会、 

守山市 

 

【位置付け】 

ＪＲ東側において、伊勢遺跡を活用

したまちづくりや地元工場との連

携、空き家等を活用したまちづくり

等、地域資源を活かしてまちづくり

活動を展開することによって、コミ

ュニティの強化を目指す。 

【必要性】 

景観・環境等に配慮したまちづくり

の推進のために必要な事業である。 

  

●事業名 

ホタルを守ろうプ

ロジェクト 

◎事業内容 

ホタルを守るため

の仕組みづくりの

検討 

■実施時期 

H26年度～ 

吉身学

区自治

会、 

守山市 

 

【位置付け】 

ゴミ拾い、ホタル観賞会、川遊びイ

ベント・ホタル祭りの開催や、水辺

の遊歩道（ホタルロード）づくりの

検討を行う等、地域資源を活かして

まちづくり活動を展開することによ

って、コミュニティの強化を目指す。 

【必要性】 

景観・環境等に配慮したまちづくり

の推進のために必要な事業である。 

  

●事業名 

吉身の歴史・伝統

をつなぐプロジェ

クト 

◎事業内容 

歴史的な地域資源

を活用したソフト

事業の検討 

■実施時期 

H26年度～ 

吉身学

区自治

会、 

守山市 

 

【位置付け】 

下之郷遺跡を活用した住民主体の憩

いの場づくりと交流活動の活性化を

図る。また、吉身まち歩きコースの

設定とマップの作成、配布を行うと

共に、まち歩きイベントの開催等を

検討する等、地域資源を活かしてま

ちづくり活動を展開することによっ

て、コミュニティの強化を目指す。 

【必要性】 

景観・環境等に配慮したまちづくり

の推進のために必要な事業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援措

置の内容及び実

施時期 

その他の事

項 

●事業名 

守山ほたるパーク

＆ウォーク 

◎事業内容 

パーク＆ウォーク

によるホタル観賞

回遊及び来訪を促

進するため、臨時

駐車場・バスを用

意すると共にＰＲ

活動を行う 

■実施時期 

H18年度～ 

守山ほ

たるパ

ーク＆

ウォー

ク実行

委員会 

 

【位置付け】 

ゲンジボタルが飛翔する時期に合わ

せて来訪しやすい環境を整え、より

多くの方に「中心市街地」でのホタ

ル観賞を楽しんで頂くための仕掛け

として「パーク＆ウォーク」を展開

することによって、貴重な地域資源

であるゲンジボタルを通して川の環

境を守ることの大切さを学ぶことを

通して、市民ひとり一人が誇りの持

てるまちづくりを推進する。 

【必要性】 

景観・環境等に配慮したまちづくり

の推進のために必要な事業である。 

  

●事業名 

都市農村交流事業

の推進 

◎事業内容 

都市と農村の交流

の推進 

■実施時期 

H26年度～ 

守山食

のまち

づくり

プロジ

ェクト、

ＪＡお

うみ冨

士、守山

市 

【位置付け】 

農業体験事業の実施、都市農村交流

インストラクターの養成、食育の推

進等、都市と農村の交流を推進し、

生活環境の充実を図ると共に、市民

ひとり一人が誇りの持てるまちづく

りを推進する。 

【必要性】 

医療福祉等と連携した生活環境の整

備充実のために必要な事業である。 

  

●事業名 

やまもりＤＡＹ！

（こどもへの守山

の魅力発信プロジ

ェクト） 

◎事業内容 

守山の魅力をこど

もたちに伝える体

験事業の展開 

■実施時期 

H26年度～ 

守山青

年会議

所 

【位置付け】 

守山の未来を担うこどもたちに、体

験を通じて守山の魅力を伝えること

によって、地域への興味や愛着を高

め、将来にわたるコミュニティ強化

や誇りの持てるまちづくりを推進す

る。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援措

置の内容及び実

施時期 

その他の事

項 

●事業名 

もりやま市民活動

屋台村 

◎事業内容 

市民活動団体、ボ

ランティア、ＮＰ

Ｏ等の活動の成果

や取り組みの発表

を行い市民へＰＲ

することで、各団

体の交流を促進す

る。 

■実施時期 

H17年度～ 

もりや

ま市民

活動屋

台村実

行委員

会 

 

【位置付け】 

市民交流センターにおいて、市民相

互の活発な交流を促進し、コミュニ

ティの再生・強化を図ると共に、中

心市街地内の活力を創出する。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 

  

●事業名 

守山市景観条例等

の活用による景観

誘導 

◎事業内容 

中山道守山宿等地

区計画及び景観条

例・景観計画等に

よる景観規制 

■実施時期 

H20年度～ 

守山市 【位置付け】 

水と緑を活かしたまちづくりを推進

するため、景観計画等により誘導す

る。 

【必要性】 

景観・環境等に配慮したまちづくり

の推進のために必要な事業である。 

  

●事業名 

川に学ぶ社会プロ

ジェクト 

◎事業内容 

川についての学習

機会の提供等 

■実施時期 

H27年度～ 

認 定 Ｎ

Ｐ Ｏ 法

人 び わ

こ 豊 穣

の郷、Ｎ

Ｐ Ｏ 法

人 碧 い

びわ湖、

（株）み

ら い も

り や ま

２１ 

【位置付け】 

あまが池親水緑地に隣接する吉川に

おいて、川について学ぶ機会の提供、

魅力ある川づくりに向けた取り組み

等を行い、小河川が多く存在する中

心市街地に対し、市民が愛着を持ち、

住み続けたくなる居住環境の形成を

図る。 

【必要性】 

景観・環境等に配慮したまちづくり

の推進のために必要な事業である。 
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７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、中心 

市街地特例通訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上のための事業及び措置に関する事項 

［１］経済活力の向上の必要性  

【現状と経済活力の向上の必要性】 

本市の商業の現状については、商店数は、平成６年には 244 店ありましたが、平成 19 年に

は 153店となり、６割程度となりました。また、年間商品販売額は、平成６年には約 232億円

でしたが、平成 19年には約 113億円と半減するとともに、対市シェアについても 37.7％から

15.2％と半分以下になりました。前計画に基づいて各種事業を実施した効果は反映されていま

せんが、年間商品販売額の減少が大きいことから、今後も商店数が減少していくことが予想さ

れます。 

また、消費者ニーズの変化に対応できていない商業者や後継者問題が生じている商業者が多

く見られる等の問題を抱えています。 

アンケート調査からも、商業機能の充実を求める声が大きい状況にあり、商業機能は都市活

力を確保するのみではなく、中心市街地内の居住者及び市民にとって、生活基盤上、必要不可

欠な機能です。 

このような状況のなか、本市における商業の活性化の必要性は以下の点にあります。 

 

①既存大規模店舗の改築によるにぎわい創出の取り組みが必要です。 

②歩いてみたくなる魅力を高めるため、空店舗の既存ストックの活用等により、商店街と

してのにぎわいの連続性を確保することが必要です。 

③中心市街地のにぎわいを創出するイベントの開催等、ソフト的な取り組みが必要です。 

④各種イベント等の効果を相乗的に享受できるようにするため、関係する組織や取り組み

等の連携の強化を図ることが必要です。 

⑤中心市街地の商業面における魅力をより多くの人に知ってもらうため、情報発信の強化

を図ることが必要です。 

 

【フォローアップの考え方】 

事業の進捗状況について毎年度確認し、状況に応じて事業の促進等の改善措置を講じます。 
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［２］具体的事業等の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

   該当なし 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他の

事項 

●事業名 

守山駅前のサード

プレイス事業（美

賀未来ビル建て替

え事業） 

◎事業内容 

美賀未来ビルの建

て替え 

■実施年度 

H29年度～ 

株式会社

美賀未来 

【位置付け】 

守山市の玄関口である守山駅前とそ

こから伸びるメインストリートの連

続性を強める位置にある新たな活動

拠点として、これまでにないコミュ

ニティ活動と商業活動の融合を創出

することで、商店街の活性化および

まちなかの魅力と活力を創出する。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 

●支援措置 

地域・まちなか

商業活性化支援

事業費補助金

（中心市街地再

興戦略事業）の

うち先導的・実

証的事業 

■実施時期 

H31年度 

 

●事業名 

守山銀座ビル地区

第一種市街地再開

発事業（再掲） 

◎事業内容 

既存商店街ビルの

建て替え 

■実施時期 

H27年度～R２年度 

守山銀座

ビル市街

地再開発

組合 

【位置付け】 

建築から 50年が経過し、老朽化が進

んでいる銀座商店街東西ビルの建て

替えを行い、商業施設の魅力や利便

性また道路機能を向上させることに

よって、集客力の向上やにぎわいの

創出を図る。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 

●支援措置 

社会資本整備総

合交付金(市街

地再開発事業

等)  

■実施時期 

H27年度～R２年

度 

 

 

 

●事業名 

火まつり等伝統行

事継承事業 

(火まつり交流館

整備事業) 

◎事業内容 

火まつり交流館の

整備 

■実施時期 

H22年度～ 

勝部自治

会・守山市

中心市街

地活性化

協議会 

【位置付け】 

由緒ある伝統行事・歴史文化の継承と市

内外への情報発信ならびに交流館整備

によるさらなる地域活性化、交流の拠点

づくり、文化の発信を喚起し、「火まつ

り」・「地域のコミュニティ」をもとに他施設

とも連携を図り、活性化の範囲を拡げる。 

【必要性】 

「火まつり」・「地域のコミュニティ」をツー

ルとした地域経済の活性化のために必

要な事業である。 

●支援措置 

地域・まちなか

商業活性化支援

事業費補助金

（中心市街地再

興戦略事業）の

うち先導的・実

証的事業 

●実施時期 

H28年度 

 



 101 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他の

事項 

●事業名 

もりやま夏まつり 

◎事業内容 

コンサートや抽選

会等のイベント開

催 

■実施時期 

H18年度～ 

守山夏祭

り実行委

員会 

 

【位置付け】 

市民の主体性を見出し、住民主導の

祭りとして、商店街の活性化、市民

相互のふれあいを促進すると共に、

中心市街地活性化の一環として、ま

た、各商店街、自治会、市民、企業

の参加による「市民が主役のまちづ

くり」の象徴として継続的に実施し

ていく。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 

●支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

■実施時期 

H21年４月～R３

年３月 

区域内 

●事業名 

中山道にぎわい創

出事業 

◎事業内容 

中山道におけるイ

ベント等の実施 

■実施時期 

H20年度～ 

守山市、 

㈱みらい

もりやま

２１ 

【位置付け】 

歴史や伝統文化の啓発・継承と町家

の保全・活用を目的としたイベント

（もりやまのひなまつり等）を、中

山道一帯で実施することによって、

中山道や駅周辺への集客と回遊性の

向上を図る。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 

●支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

■実施時期 

H21年４月～R３

年３月 

区域内 

●事業名 

民間活力導入事業 

◎事業内容 

民間の活力・ノウ

ハウを活かした指

定管理者制度等に

よる拠点施設の管

理運営 

■実施時期 

H21年度～ 

民間事業

者、自治

会、守山市 

【位置付け】 

民間事業者の活力・ノウハウを活か

して公共施設をより有効活用するた

め、「あまが池プラザ」、「あまが池親

水緑地」、「守山宿・町家“うの家”」、

「中山道にぎわい広場」、「中山道街

道文化交流館」について指定管理者

制度等により地域交流の促進や伝統

文化の啓発・継承等に向けた支援を

行いながら、市民ニーズを反映した

施設管理を行う。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 

●支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

■実施時期 

H21年４月～R３

年３月 

区域内 

●事業名 

中心市街地振興イ

ベント支援事業 

◎事業内容 

守山市 【位置付け】 

中心市街地の活性化および交流人口

の増大を図るため、商店街等が行う

魅力ある様々なイベント事業に対

●支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

■実施時期 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他の

事項 

中心市街地におい

て、商店街等が行

うイベント事業に

対する支援 

■実施時期 

H21年度～ 

し、補助金により支援を行い、民間

活動の推進を図る。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 

H21年４月～R３

年３月 

●事業名 

起業・創業支援事

業 

◎事業内容 

経営ノウハウなど

の相談窓口・セミ

ナーの実施やイベ

ント助成 

■実施時期 

R２年度～ 

守山市、民

間事業者 

【位置付け】 

コワーキングスペース等において、

創業者や独立を志す人を対象に、経

営ノウハウなどの相談窓口・セミナ

ーの実施、起業・創業に関するイベ

ントに対して助成を行うことによ

り、新たなまちづくりに向けての人

材発掘や育成を目指す。 

JR守山駅周辺のコワーキングスペー

ス等において、イベント等を実施す

ることで、区域内での起業が期待で

き、商業の活性化や新たなサービス

が創出されることで、活性化に寄与

する。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 

●支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

■実施時期 

R２年４月～R３

年３月 

区域内外 

 

②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他の

事項 

●事業名 

火まつり等伝統行

事継承事業 

(火まつり交流館

整備事業)（再掲） 

◎事業内容 

火まつり交流館の

整備 

■実施時期 

H22年度～ 

勝部自治

会・守山市

中心市街

地活性化

協議会 

【位置付け】 

由緒ある伝統行事・歴史文化の継承と市

内外への情報発信ならびに交流館整備

によるさらなる地域活性化、交流の拠点

づくり、文化の発信を喚起し、「火まつ

り」・「地域のコミュニティ」をもとに他施設

とも連携を図り、活性化の範囲を拡げる。 

【必要性】 

「火まつり」・「地域のコミュニティ」をツー

ルとした地域経済の活性化のために必

要な事業である。 

●支援措置 

中心市街地商業

活性化診断・サ

ポート事業 

■実施時期 

H28年度～ 
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（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他の事

項 

●事業名 

ルシオール アー

ト キッズフェス

ティバル 

◎事業内容 

こどもから大人ま

で楽しめる音楽・

アート等の様々な

イベント開催 

■実施時期 

H24年度～ 

ルシオール 

アート キ

ッズフェス

ティバル推

進委員会、

守山市 

【位置付け】 

守山市民ホール、立命館守山中・高

校会場及び中心市街地のまちなか会

場において、こどもから大人まで楽

しめる音楽・アート等の様々なイベ

ントを開催し、にぎわいの創出や訪

れたくなる環境の向上を図る。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 

●支援措置 

社会資本整

備総合交付

金(都市再生

整備計画事

業) 

■実施時期 

H24～28年度 

 

●事業名 

陽の目を見るプロ

ジェクト 

◎事業内容 

コワーキングスペ

ースの整備・テナ

ントミックス事

業・イベント等開

催 

■実施時期 

令和元年度 

民間事業者 【位置づけ】 

ＪＲ守山駅前の地下商業施設『チカ

守山』の一角をコワーキングスペー

スとして整備。また、歩行者専用道

路「停車場線」において商店街等に

よるテナントミックス事業を実施。

両拠点を一体的に活用し、創業支援

専門家が常駐する創業相談窓口の運

営や、学生を含めた若年層を対象に

創業をテーマとするイベントやセミ

ナーを継続的に開催することで、市

の創業機運醸成の場とする。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 

●支援措置 

商店街活性

化・観光消費

創出事業 

■実施時期 

令和元年度 

 

●事業名 

ヘルスケアを核と

した地域商業活性

化 事 業 ～ Total 

healt care 

solution～(再掲) 

◎事業内容 

守山銀座ビルにお

けるテナントミッ

クス事業■実施時

期 

H30年度～ 

守山銀座ビ

ル市街地再

開発組合、

守山銀座商

店街振興組

合、株式会

社バルニバ

ービー 

【位置付け】 

健康（ヘルスケア）をコンセプトに

した集客・交流機能を整えた店舗の

整備および健康（ヘルスケア）をコ

ンセプトにした多世代交流拠点施設

を運営する。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 

●支援措置 

地域・まちな

か商業活性

化支援事業

費補助金（地

域商業自立

促進事業） 

■実施時期 

H30 年度 
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（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援 

措置の内容 

及び実施時期 

その他の 

事項 

●事業名 

守山駅前の顔づく

り事業(近江鉄道

ビル建て替え事

業) 

◎事業内容 

近江鉄道ビルの建

て替え 

■実施時期 

H26～29年度 

近江鉄道㈱ 【位置付け】 

守山駅前広場に隣接する近江鉄道ビ

ルについて、ニーズ・マーケティン

グ調査を実施の上、守山駅の顔とし

て、ニーズに合わせた利活用と高度

化を図り、まちの顔となる場所に立

地する施設の利用増進を図ることに

よって、訪れたくなる環境を創出す

る。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 

  

●事業名 

平和堂守山店建て

替え事業 

◎事業内容 

総合スーパーの建

て替え 

■実施時期 

H24年度～ 

㈱平和堂 【位置付け】 

中心市街地の中央部に位置する平和

堂守山店の建て替えにより、居住者

や来街者の買い物利便性を高め、回

遊性と集客力向上を図る。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 

 地域・まち

なか商業活

性化支援事

業費補助金

（中心市街

地再興戦略

事業）のう

ち調査事業

および先導

的・実証的

事業活用の

予定 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援 

措置の内容 

及び実施時期 

その他の 

事項 

●事業名 

セルバ守山１・２

階活性化事業 

◎事業内容 

セルバ守山１・２

階部分のリニュー

アルによる活性化 

■実施時期 

H26年度～ 

セルバ守山

管理組合 

【位置付け】 

地下部分リニューアルの効果を活か

しながら、既存ビル１・２階もリニ

ューアルし、まちの顔となる場所に

立地する施設の利用増進を図ること

によって、訪れたくなる環境を創出

する。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 

 ●支援措置 

商店街まち

づくり事業

(まちづく

り補助金) 

■実施時期 

H26年度 

 

●支援措置 

中心市街地

商業活性化

診断・サポ

ート事業 

■実施時期 

H26年度 

 

地域・まち

なか商業活

性化支援事

業費補助金

（中心市街

地再興戦略

事業）のう

ち調査事業

および先導

的・実証的

事業活用の

予定 

●事業名 

商業交流機能強化

による健康・予防

医学の取り組み 

◎事業内容 

各疾病対策料理レ

ストラン、オーガ

ニックカフェ、ジ

ム、健康・予防医

学講座等の実施 

■実施時期 

H27年度～ 

民間事業者 【位置付け】 

商業施設において、各疾病対策料理

レストラン、オーガニックカフェ、

ジム、健康・予防医学講座等を実施

し、健康・予防医学の取り組みを進

め、新しいサービスを提供しながら

商業交流機能の強化を図ることによ

って、魅力的でにぎわいのあるまち

の環境を高める。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援 

措置の内容 

及び実施時期 

その他の 

事項 

●事業名 

健康・予防医学の

取り組みと連携し

た店舗誘致検討 

◎事業内容 

健康・予防医学の

取り組みと連携し

た店舗誘致に向け

ての検討 

■実施時期 

H27年度～ 

守山市 【位置付け】 

将来的な少子高齢化の加速を見据え

た健康・予防医学の取り組みを進め

ると共に、それらと連携した新たな

サービスを提供する店舗の誘致に向

けての検討を行う。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 

  

●事業名 

飲食店と連携した

食環境づくり 

◎事業内容 

健康をテーマとす

る飲食店の連携の

仕組みづくり 

■実施時期 

H27年度～ 

区域内の飲

食店、守山

市 

【位置付け】 

栄養成分表示店の紹介、ヘルシーメ

ニュー、朝食メニュー等、健康メニ

ューの提供等について連携した食環

境づくりを推進し、住み続けたくな

る環境を形成する。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 

  

●事業名 

文化・芸術による

コミュニティの活

性化 

◎事業内容 

教育・文化活動等

の実施 

■実施時期 

H27年度～ 

守山市、守

山市文化体

育振興事業

団等 

【位置付け】 

多くの市民が楽しめる教育・文化活

動等を活発化させることによって、

地域コミュニティの形成・強化を図

り、幅広い世代が共生できるまちの

環境を整える。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 

  

●事業名 

ご当地グルメ開発

事業 

◎事業内容 

ご当地グルメの開

発、商品化 

■実施時期 

H27年度～ 

守山商工会

議所 

【位置付け】 

本市独自のご当地グルメを開発、商

品化し、各店舗が特色あるご当地グ

ルメを開発して商業の活性化を図る

と共に、訪れたくなる環境を高める。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援 

措置の内容 

及び実施時期 

その他の 

事項 

●事業名 

もーりーブランド

化事業 

◎事業内容 

市のＰＲキャラク

ターのブランド化 

■実施時期 

H27年度～ 

守山商工会

議所 

【位置付け】 

本市のＰＲキャラクターである「も

ーりー」ブランドを確立し、商品に

「もーりー」ロゴをプリントするこ

とで、商品の魅力や価値を高めなが

ら、商業の活性化を図る。 

【必要性】 

情報発信機能の強化のために必要な

事業である。 

  

●事業名 

卑弥呼のＰＲ事業 

◎事業内容 

卑弥呼をモチーフ

とした飲食メニュ

ー提供やイベント

によるＰＲ 

■実施時期 

H23年度～ 

守山商工会

議所、守山

市観光物産

協会 

【位置付け】 

各店舗における卑弥呼に関係する飲

食メニューの展開や、コンテストを

実施して観光大使に起用する等、飲

食店等が卑弥呼を活用しながら連携

したイベントを開催することによっ

て、商業等の活性化を図ると共に、

訪れたくなる環境を高める。 

【必要性】 

情報発信機能の強化のために必要な

事業である。 

  

●事業名 

中山道一七
い い な

めぐり 

◎事業内容 

定期的な市
いち

の開催 

■実施時期 

H24年度～ 

守山商工会

議所、㈱ﾙｰ

ﾌﾟﾌﾟﾗﾝﾆﾝ

ｸﾞ、守山市

観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨ

ｱｶﾞｲﾄﾞ、㈱

みらいもり

やま２１ 

【位置付け】 

毎月 17日に中山道周辺において、商

業者等が連携した中、市
いち

を実施する

と共に、観光客に対する観光ガイド

を行い、回遊性の向上や中心市街地

へのリピーターの増加を図る。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援 

措置の内容 

及び実施時期 

その他の 

事項 

●事業名 

輝く女性プロジェ

クト 

◎事業内容 

女性を対象とした

セミナーやワーク

ショップ等の開催 

■実施時期 

H26年度～ 

㈱みらいも

りやま２１ 

【位置付け】 

働く女性、子育て中のママ等、地域

で頑張る女性が一層輝けるよう、定

期的にセミナー、ワークショップを

行い、仕事や子育てに忙しい女性が

自分を磨くための機会を創出するこ

とによって、暮らしたくなる環境を

高める。 

【必要性】 

医療福祉等と連携した生活環境の整

備充実のために必要な事業である。 

  

●事業名 

アートギャラリー

プロジェクト 

◎事業内容 

既存施設を活用し

たアーティストの

育成 

■実施時期 

H27年度～ 

㈱みらいも

りやま２１ 

【位置付け】 

守山宿・町家“うの家”ギャラリー

スペースや、あまが池プラザ１階を

利用し、地元のアーティストに展示

及び販売会の機会をつくり、アーテ

ィストの育成を図ることによって、

回遊したくなる、暮らしたくなる環

境を高める。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 

  

●事業名 

マーケット事業 

◎事業内容 

マーケットの定期

開催 

■実施時期 

H27年度～ 

㈱みらいも

りやま２１ 

【位置付け】 

守山宿・町家“うの家”や、あまが

池親水緑地等において、健康食品等

の市民ニーズに応じた品ぞろえのマ

ーケットを定期開催することによっ

て、回遊したくなる、暮らしたくな

る環境を高める。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援 

措置の内容 

及び実施時期 

その他の 

事項 

●事業名 

中心市街地観光客

誘致プロジェクト 

◎事業内容 

周辺部から中心市

街地活性化区域内

への誘導に向けた

取り組み 

■実施時期 

H26年度～ 

守山市観光

物産協会、

㈱みらいも

りやま２１ 

【位置付け】 

中心市街地活性化区域内の観光施設

と連携したツアーを企画する等によ

り、区域外の観光施設への来訪者を

区域内へ誘致する取り組みを進め、

効果的に来街者の増加を図る。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 

  

●事業名 

守山まちゼミキッ

ズ 

◎事業内容 

地元商店主の指導

によるこどもの職

業体験 

■実施時期 

H26～27年度 

守山商工会

議所 

【位置付け】 

次代を担うこども達に商い体験の場

を提供し、商売の楽しさや商店街の

良さを体感してもらうことを通し

て、地域の商業や商店街に対するこ

どもの興味を高める。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 

  

●事業名 

中山道を軸とした

観光促進プロジェ

クト 

◎事業内容 

中山道のウォーキ

ング促進の取り組

み 

■実施時期 

H26年度～ 

吉身学区自

治会、 

守山市 

【位置付け】 

中山道ウォーキングコースの設定や

マップの作成・配布、ウォーキング

イベント開催等、地域資源を有効活

用・ＰＲすることによって、訪れた

くなる環境を高める。 

【必要性】 

情報発信機能の強化のために必要な

事業である。 

  

●事業名 

今宿歴史資源情報

発信事業 

◎事業内容 

歴史的な地域資源

の情報発信による

にぎわいの創出 

■実施時期 

H26年度～ 

今宿自治

会、中山道

歴史文化保

存会、一里

塚活性協議

会 

【位置付け】 

山本正右衛門邸や一里塚、樹下神社

安産石等の地域の歴史資源を情報発

信し、にぎわいの創出を図る。 

【必要性】 

情報発信機能の強化のために必要な

事業である。 

  



 110 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援 

措置の内容 

及び実施時期 

その他の 

事項 

●事業名 

守山 100円商店街 

◎事業内容 

商店街全体を１軒

の 100 円ショップ

に見立てる 

■実施時期 

H22～27年度 

各商業者 【位置付け】 

商店街全体を１軒の 100 円ショップ

に見立て、店頭に 100 円コーナーを

設置することで、回遊性を高め、商

店の活性化を図る。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 

  

●事業名 

もりやまバル 

◎事業内容 

一定範囲の飲食店

が連携し、共通チ

ケットでの飲み歩

きを可能とする 

■実施時期 

H22年度～ 

守山商工会

議所 

【位置付け】 

一定範囲の飲食店が連携し、共通チ

ケットで飲み歩きを可能とするイベ

ントを定期的に継続実施すること

で、中心市街地の回遊性を高めると

共に、誘客及び商業の活性化を図る。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 

  

●事業名 

得する街のゼミナ

ール 

◎事業内容 

各商店が講師とな

り、ゼミを開催す

る 

■実施時期 

H22年度～ 

守山商工会

議所 

【位置付け】 

各商店が、プロの知識を無料ゼミ形

式で教える「まちゼミ」を開催し、

市民との交流を通して商業の活性化

や商店のファンづくり、人材の発

掘・育成等を図る。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 

  

●事業名 

空店舗対策事業 

◎事業内容 

空店舗へのテナン

トミックス事業 

■実施時期 

H21年度～ 

㈱みらいも

りやま２１ 

【位置付け】 

中心市街地における空店舗の解消に

向け、市民ニーズを踏まえ、必要と

なる機能を検討した上で店舗誘致等

の取り組みを行うことによって、に

ぎわいの向上を図る。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援 

措置の内容 

及び実施時期 

その他の 

事項 

●事業名 

もりやまいち 

◎事業内容 

地産地消に資する

地元産物の販売 

■実施時期 

H６年度～ 

もりやまい

ち実行委員

会 

【位置付け】 

歴史・文化資源の豊かな中山道を軸

に、歳末市として地産地消に資する

地元産品の販売を行うことにより、

中心市街地の商業者と協働し新たな

まちづくりに向けての人材発掘や育

成を目指す。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 

  

●事業名 

銀座夜市 

◎事業内容 

模擬店による販売 

■実施時期 

S45年度～ 

 

守山銀座商

店街 

【位置付け】 

夏の風物詩として、７月の各週末に

銀座商店街で夜市をすることによ

り、市民にコミュニティの場を提供

すると共に、中心市街地活性化の一

環として、また、銀座商店街、自治

会、市民の参加により「市民が主役

のまちづくり」を促進する。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 

  

●事業名 

もりやま冬ホタル 

◎事業内容 

冬季に駅前広場周

辺においてイルミ

ネーションを実施

する 

■実施時期 

H18年度～ 

もりやま冬

ホタル実行

委員会 

【位置付け】 

ホタルを彷彿させるイルミネーショ

ンにより四季折々の守山の良さを感

じ、市民が愛着を持って住み続けた

くなる環境整備を図る。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 

  

●事業名 

守山音楽コンサー

ト 

◎事業内容 

中心市街地におい

て、音楽コンサー

トを開催する 

■実施時期 

H21 年度～ 

㈱みらいも

りやま２

１、守山市

文化体育振

興事業団 

【位置付け】 

文化の香り高い中心市街地を形成す

るため、あまが池プラザ、あまが池

親水緑地、公民館等を活用して、音

楽コンサートを開催し、中心市街地

におけるにぎわいを創出する。 

【必要性】 

文化機能等の強化のために必要な事

業である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援 

措置の内容 

及び実施時期 

その他の 

事項 

●事業名 

中心市街地情報発

信事業 

◎事業内容 

ホームページ等に

より中心市街地に

関する情報を発信

する 

■実施時期 

H21年度～ 

㈱みらいも

りやま２

１、守山商

工会議所、

守山市観光

物産協会、

守山市文化

体育振興事

業団 

【位置付け】 

中心市街地を活性化するため、ホー

ムページ等により中心市街地に関す

る情報を発信する。また、アプリ等

を使ったホームページ以外の情報発

信等について検討し、より効果的な

中心市街地のＰＲを図る。 

【必要性】 

情報発信機能の強化のために必要な

事業である。 

  

●事業名 

アンテナショップ

の設置 

◎事業内容 

駅前における地元

野菜等のアンテナ

ショップの設置 

■実施時期 

H27年度～ 

もりやま食

のまちづく

りプロジェ

クト、ＪＡ

おうみ冨士 

【位置付け】 

地元野菜の販売、都市農村交流のた

めの情報発信を行うアンテナショッ

プを設置する。 

【必要性】 

商業施設等の連携の強化のために必

要な事業である。 

  

●事業名 

セルバパワーアッ

プ計画 

◎事業内容 

セルバパワーアッ

プのための事業に

ついて検討する 

■実施時期 

H27年度～ 

守山市立守

山南中学

生、セルバ

守山管理組

合、セルバ

ＳＥＥＤ、

（株）みら

いもりやま

２１ 

【位置付け】 

セルバ関係者等が守山市立守山南中

学生とともに、セルバのパワーアッ

プのための事業について検討する。 

【必要性】 

魅力ある商業・集客機能の強化のた

めに必要な事業である。 
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８． ４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性  

【現状と必要性】 

本市の中心市街地内には、ＪＲ守山駅をはじめ、その駅前広場を発着場とする市域全域のバ

ス路線網が整備されています。このため、ＪＲ守山駅は本市の玄関口としての役割と共に、周

辺地域から公共交通機関を利用してアクセスしやすい場所となっています。 

路線バスの利用者数は、平成 18 年頃まで年々減少傾向にありましたが、その後は横ばいと

なっています。 

また、アンケート調査の結果を見ると、公共交通の充実の声が多い状況となっています。 

このような状況のなか、本市の公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性は

以下の点にあります。 

 

① 誰もが利用しやすい中心市街地として、市域全域から中心市街地へ来訪する機会を増

やすために、公共交通機関の利便性の向上を図る取り組みが必要です。 

② バス利用者のニーズ、高齢社会への対応を踏まえ、まちづくりと一体化した公共交通

の維持、活性化が必要です。 

③ 市内バス路線の充実、終バス延長、運賃割引や均一料金の導入についての検討等、市

民生活の利便性の向上に向けた取り組みが必要です。 

⑤ 人と自然が共生するまちづくりを目指す本市にとって、街なかでゲンジボタルが乱舞

する光景をより多くの方に楽しんでいただくために、自動車交通の市内への乗り入れ

規制とバスによる輸送の確保等が必要です。 

 

【フォローアップの考え方】 

事業の進捗状況について毎年度確認し、状況に応じて事業の促進等の改善措置を講じます。 
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［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

  該当なし 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

   該当なし 

 

②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

   該当なし 

 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

  該当なし 

 

（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の事

項 

●事業名 

公共交通の充実に

よる中心市街地へ

の移動利便性の向

上 

◎事業内容 

公共交通をどのよ

うに充実させるべ

きかについて検討

する 

■実施時期 

H21年度～ 

交通事業

者、守山市 

【位置付け】 

既存バス路線の充実を基本に、終バ

スの本格運行や運賃割引及び均一料

金の導入について検討する。合わせ

て、コミュニティサイクルの導入等

について検討し、地域交通の充実を

図ることによって、回遊しやすい環

境を高める。 

【必要性】 

都市基盤施設の整備充実のために必

要な事業である。 

  

●事業名 

守山駅前西口広場

渋滞解消・情報発

信機能強化 

◎事業内容 

渋滞緩和等に向け

た情報発信機能の

強化 

■実施時期 

H26年度～ 

守山市、近

江鉄道㈱ 

【位置付け】 

今後予定されている近江鉄道ビル建

て替え事業等と連携するなか、西口

広場ロータリーの渋滞緩和や情報発

信等について検討し、渋滞の緩和及

び情報発信機能の強化を図ることに

よって、訪れたくなる環境を高める。 

【必要性】 

情報発信機能の強化のために必要な

事業である。  
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◇ ４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 
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目標 評価指標 施策分野 事業 

目標１ 

新たなサー

ビ ス に よ

り、にぎわ

いが感じら

れるまち 

新規出店

店舗数 

a.魅力ある商

業・集客機

能の強化 

守山銀座ビル地区第一種市街地再開発事業、守山駅前の顔づくり事

業（近江鉄道ビル建て替え事業）、平和堂守山店建て替え事業、セ

ルバ守山 1・2階活性化事業、中心市街地振興イベント支援事業、

商業交流機能強化による健康・予防医学の取り組み、ご当地グルメ

開発事業、空店舗対策事業、セルバパワーアップ計画、守山駅前の

サードプレイス事業（美賀未来ビル建て替え事業）、陽の目を見る

プロジェクト、ヘルスケアを核とした地域商業活性化事業～Total 

health care solution～、起業・創業支援事業 

b.商業施設等

の連携の強

化 

健康・予防医学の取り組みと連携した店舗誘致検討、飲食店と連携

した食環境づくり、中山道一七めぐり、マーケット事業、中心市街

地観光客誘致プロジェクト、守山まちゼミキッズ、もりやま夏まつ

り、守山 100円商店街、もりやまバル、得する街のゼミナール、も

りやまいち、銀座夜市、もりやま冬ホタル、アンテナショップの設

置 

目標２ 

こどもから

高齢者まで

幅広い世代

が誇りと愛

着を持ち共

生できるま

ち 

福祉・文

化・交流施

設の利用

者数 

c.医療福祉等

と連携した

生活環境の

整備充実 

ウォーキング環境向上検討事業、滋賀県立成人病センター第二期改

築工事、聴覚・コミュニケーション医療センター構想推進事業、守

山市民病院の機能強化の検討、赤ちゃんの駅推進事業、身近に歩い

て行政サービスを受けられる環境のより一層の充実検討、介護予防

の推進、もりやま健康フェスティバル、都市農村交流事業の推進、

輝く女性プロジェクト 

d.文化機能等

の強化 

守山市立図書館整備事業、図書館サービスの充実検討事業、守山野

洲市民交流プラザ福祉文化事業の充実、中山道街道文化交流館事業

内容の充実検討、若手音楽家育成事業、まちづくり活動応援プロジ

ェクト、やまもりＤＡＹ！(こどもへの守山の魅力発信プロジェク

ト)、もりやま市民活動屋台村、中山道にぎわい創出事業、民間活

力導入事業、文化・芸術によるコミュニティの活性化、ルシオール 

アート キッズフェスティバル、アートギャラリープロジェクト、

守山音楽コンサート 

目標３ 

地域資源を

活かし、魅

力的で歩い

て楽しく回

遊できるま

ち 

歩行者自

転車通行

量（平日） 

e.景観・環境

等に配慮し

たまちづく

りの推進 

中山道の街並み整備事業、水とホタルから輝くプロジェクト、守山

の歴史・伝統文化再発見プロジェクト、JR 東側活性化プロジェク

ト、ホタルを守ろうプロジェクト、吉身の歴史・伝統をつなぐプロ

ジェクト、守山ほたるパーク＆ウォーク、守山市景観条例等の活用

による景観誘導、川に学ぶ社会プロジェクト 

f.情報発信機

能の強化 

駅前総合案内所おもてなし機能強化検討事業、火まつり等伝統行事

継承事業(火まつり交流館整備事業) 、もーりーブランド化事業、

卑弥呼の PR事業、中山道を軸とした観光促進プロジェクト、今宿

歴史資源情報発信事業、中心市街地情報発信事業、守山駅前西口広

場渋滞解消・情報発信機能強化 

g.都市基盤施

設の整備充

実 

道路のバリアフリー化(古高川田線道路改良工事)、勝部１号線通学

路安全対策事業、銀座三角公園整備事業、楓三道機能向上検討事業、

目田川歩道整備など自然環境保全、守山駅前連絡通路安全性向上検

討事業、「都市機能誘導区域」指定の可能性に向けた調査、中心市

街地における広場の有効活用についての検討、旧大津地方法務局守

山出張所有効活用検討事業、公共交通の充実による中心市街地への

移動利便性の向上 

※赤字は新規事業  
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９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 

［１］市町村の推進体制の整備等  

（１）守山市における庁内推進体制について 

守山市では、中心市街地活性化と商工業振興施策をより積極的に推進するため、平成 19 年４

月に環境経済部の一部と都市整備部を統合して「都市経済部」を設置しました。これに伴って各

課の事務分掌を見直して課室の再編を行った結果、都市計画課内に「都市再生推進室」を設置し

ました。 

平成 20年４月からは、中心市街地活性化事業等を一層推進強化するため、「都市再生推進課」

が設置されました。平成 24年４月からは、さらなる連携強化を図るため、「都市活性化局」が設

置され、地域交通等との連携を図りながら、「都市再生課」として、中心市街地活性化に関する

ことの全体を統括し、活性化に向けた取り組みを進めています。 

また、全庁体制で中心市街地活性化に取り組むため、関係課による「庁内検討会議」を開催し、

定期的に会議・意見交換を実施して、横断的な検討・調整を行っています。 

 

■守山市組織機構図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■庁内検討会議の実施状況 

年月日 実施事項 概要 

平成 25年 12月 18 日 第１回会議 議題 

１．中心市街地活性化基本計画の今後の取り組み方針について 

２．新計画で取り組むべき事業の各課への照会について 

平成 26年１月 10日～

平成 26年 2月 10日 

ヒアリング ヒアリング対象：総務課、みらい政策課、商工観光課、都市計

画・地域交通課、市民病院、すこやか生活課、地域包括支援

センター、高齢福祉課、こども課、環境政策課、協働のまち

づくり課、文化財保護課、図書館 

平成 26年 5 月 7日 第 2回会議 議題 

１．新計画の事業（案）について 

２．今後のスケジュールについて 

平成 26年 8 月 8日 第 3回会議 議題 

１．新計画（素案）について 

２．今後のスケジュールについて 

 

《平成20年度》 《平成24年度》 《平成25年度》

都市経済部 建設管理課 都市経済部 建設管理課 都市経済部 建設管理課

都市計画課 国県事業対策課 国県事業対策課

道路河川課 道路河川課

建築課 建築課

道路河川課 開発調整課 開発調整課

建築開発課

農政課

商工観光課 　 都市活性化局 地域交通政策課 　 都市活性化局 都市計画・地域交通課

農政課 農政課

商工観光課 商工観光課

都市再生推進課

都市再生課 都市再生課
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（２）守山市議会における中心市街地活性化に関する審議の内容 

守山市議会における中心市街地活性化に関しての主な質疑について、以下のとおり答弁を行い

ました。 

年月 審議の要旨 

平成 23

年 12月

定例会

( 第 5

回)本会

議 

（質問要旨） 

・中心市街地における民間商業機能の充実に向けた方策について 

（市長答弁要旨） 

・中心市街地活性化基本計画に基づき施設整備が着実に進んでおり、今後は、商業

者の意欲を高めると共に、中心市街地の商業機能の充実に向けた取り組みを進め

てまいりたい。また、中小商業活力向上施設整備費補助金等の国の補助金制度が

あり、銀座商店街については、議論の結果を踏まえ、支援してまいりたい。 

平成 24

年 3 月

定例会

( 第 1

回)本会

議 

（質問要旨） 

・中心市街地活性化の進捗状況や成果、課題等について 

（市長答弁要旨） 

・基本計画に定める全 56事業に対し、完了した事業が 13事業、現在取り組んでい

る事業が 35 事業、検討を進めている事業が 8事業となっています。平成 23年度

は、「守山市歴史文化まちづくり館（守山宿・町家“うの家”）」をはじめ「守山

市中心市街地活性化交流プラザ（あまが池プラザ）」「あまが池親水緑地」の整備

に取り組んできたところです。 

・平成 24年度の取り組みについては、安心して歩ける歩行空間の確保に向けた「ほ

たる通りの美装化」をはじめ、「水辺遊歩道ネットワーク形成」に向け、守山川

沿いに気軽に憩える小公園の整備等を通じてまちなかの回遊性を高め、にぎわい

を創出することが肝要であると考えます。また、株式会社平和堂においては、「中

心市街地活性化基本計画」の主旨をご理解いただき駅周辺の活性化を図ると共

に、守山店が旧耐震基準であることから建て替えも含め検討していただいてお

り、駅前の近江鉄道所有地の有効利用については、低層階に商業施設、上層階に

は宿泊施設を基本に中高層規模の施設を検討されております。 

平成 24

年 12月

定例会

( 第 5

回)本会

議 

（質問要旨） 

・中心市街活性化に関する民間事業の進捗状況や今後の取り組み方針等について 

（市長答弁要旨） 

・民間事業の進捗状況については、守山宿・町家“うの家”及びあまが池プラザに

おいてにぎわいと交流の場が創出されている。近江鉄道用地の有効活用、セルバ

守山の地下の有効活用、平和堂守山の建て替え事業、銀座商店街の活性化の４つ

の民間事業については、現在所有者等により鋭意検討している。 

・今後の中心市街地活性化の取り組みについては、民間事業を中心とする「前計画」

の延長あるいは、民間事業を中心とする「新計画」策定による推進が必要であり、

今後も民間を主役に行政はそれを支えていきたい。 

平成 24

年 12月

定例会

( 第 5

回)本会

議 

（質問要旨） 

・コンパクトシティの考え方について 

（市長答弁要旨） 

・コンパクトシティについては、本市では、平成 24年 10月、国に提出した「環境

モデル都市提案書」の中で、使用しているものであり、具体的には、琵琶湖を除

く市域が約 45 ㎢と比較的小さいこと、また平坦であるといった地理的特性を活

かし、過度に自動車に依存することのない低炭素社会の実現を目指すため、路線

バスの充実やバス停付近への駐輪場の設置、さらには、デマンド乗合タクシー「も

ーりーカー」の導入等、公共交通の充実と自転車の利用促進を軸に「コンパクト

なまちづくり」をさらに充実することを意図し、使用している。 
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平成 25
年 3 月
定例会
( 第 1
回)本会
議 

（質問要旨） 
・中心市街地活性化の効果や今後の方針等について 

（市長答弁要旨） 
・「守山宿・町家“うの家”」については、 開館当初は、毎月 3,000 人を超える来
館者を迎え、2月末には 33,946人の方にお越し頂いた。これらは季節毎のイベン
トや定期的な音楽コンサート、歴史塾やウェディングの様な新たな取り組みによ
るものである。 

・「中心市街地交流駐車場」の利用状況については、 あまが池プラザとあまが池親
水緑地のオープンに合わせ供用開始したが、概ね平均して平日には 1 日当たり
100台以上の利用がある。 

・「商業面や歩行者・自転車通行量に関する効果」については、テナントミックス
事業や官民連携の取り組み等により平成 18年度以降 65事業者が進出した。また、
安全で魅力的で歩いて楽しい環境を整え、まち全体の魅力を高めて歩行者等の減
少を食い止めている。 

・今後の方向性は、今年度から「守山まるごと活性化」に取り組み、民間事業を中
心とした駅前周辺の活性化に取り組みたい。 

平成 25
年 3 月
定例会
( 第 1
回)本会
議 

（質問要旨） 
・「中心市街地活性化」と「守山まるごと活性化」の関係や考え方について 

（市長答弁要旨） 
・中心市街地活性化については、都市間競争の中で、駅前周辺が活性化しなければ

市域全域の活力が失われることから、まずは、駅前周辺の活性化に取り組み、平
成 25年度からこの中心市街地活性化の考え方を全市的に展開し、「歴史資源や自
然資源を活かした活性化を図る」、「街並みを整備することで魅力の向上を図る」、
「人と人の絆を強化する」との考え方に基づき、市域全体の「守山まるごと活性
化」に取り組みたい。 

・本市には地域資源として様々な歴史・自然資源があり、これらの地域資源を生か
した活性化について地域の皆様と議論していきたい。 

平成 26
年 3 月
定例会
( 第 1
回)本会
議 

（質問要旨） 
・新計画の必要性とその取り組みの視点について。 

（市長答弁要旨） 
・中心市街地活性化事業が、計画目標に対して、着実な効果を挙げているものと分

析しているが、市民からは、「新たなまちづくりの動きが始まっている」等、種々
ご意見をいただいており、今年度予定している計画の最終フォローアップ調査で
は、指標と合わせて、市民からの意見をしっかりと踏まえるなか、計画の評価・
分析等の検証作業に取り組みたい。また、今後、新計画については、市民や事業
者による民間主体の活性化の取り組みを柱に策定を進め、平成 27 年 3 月の認定
を目指したい。 

平成 26
年 3 月
定例会
( 第 1
回)本会
議 

（質問要旨） 
・ＪＲ守山駅周辺のあり方について。 

（都市活性化局長答弁要旨） 
・にぎわい創出を図るため、都市機能の充実と共に、誰もが歩きたくなる魅力的な

景観が形成される必要があると考える。本市の財産である水と緑を有効に生か
し、周囲の施設等と調和のとれた魅力ある、駅前にふさわしい空間整備が図られ
るよう、全体として統一感のとれた景観を誘導していく。また、こうした魅力的
な環境を生かした、新たな商業サービスによる消費の拡充については、食・環境
づくりと連携した、周辺飲食店舗によるヘルシーメニューや朝食メニュー等の提
供や、商業者による新たな商業サービス創造の取り組み支援について、実施検討
を行っていく。駅前広場については、混雑緩和対策等の交通機能の改善や、民間
事業による顔づくりの誘導を図るなか、守山市の玄関口にふさわしい広場となる
よう、取り組んでいく。 

・近江鉄道用地における建て替え事業においては、現行の中心市街地活性化基本計
画に、立地条件の良さを活かし切れていないため、より有効な活用方針を検討す
る必要があると位置付けていることから、周辺開発との調整等、効果的な整備の
推進が図られるよう、積極的な働きかけを行ってきた。今後も連携を密にし、効
果的に整備事業の推進が図られるよう、支援していきたい。  
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（３）中心市街地活性化連絡会議について 

中心市街地活性化の推進を図るため、守山市、商工会議所、㈱みらいもりやま２１（まちづく

り会社）、守山市文化体育振興事業団が、情報共有と事業等の取り組み連携を行う必要があるこ

とから、月１回程度の頻度で連絡会議を開催しています。平成 26 年度からは、守山市文化体育

振興事業団が新たに加わりました。 

■中心市街地活性化連絡会議メンバー表 

1 市長 12 商工会議所 会頭 

2 副市長 13 商工会議所 専務理事 

3 守山市政策調整部長 14 ㈱みらいもりやま２１ 代表取締役社長  

4 守山市総務部長 15 ㈱みらいもりやま２１ マネージャー  

5 守山市都市経済部長 16 ㈱みらいもりやま２１ アドバイザリーフェロー 

6 守山市都市活性化局長 17 文化体育振興事業団 理事長  

7 守山市都市活性化局次長 18 文化体育振興事業団 専務理事 

8 守山市商工観光課長   

9 守山市都市再生課長   

10 守山市都市再生課参事   

11 守山市都市再生課主任   

 

（４）ＣＳ会議 

中心市街地の活性化に向けたイベント等に関する情報交換・共有、調整・協力を図るため、守

山市、商工会議所、観光物産協会、㈱みらいもりやま２１の担当者等が集まり、平成 26 年３月

以降、月２回程度の頻度で会議を開催しています。 

「ＣＳ」は「Ｃｕｓｔａｍｅｒ Ｓｅｒｖｉｃｅ」「Ｃｈｕｓｈｉｎ Ｓｈｉｇａｉｃｈｉ」

の略称です。 

■ＣＳ会議参加団体名 

1 ㈱みらいもりやま２１ 

2 商工会議所 

3 観光物産協会 

4 守山市 
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（５）まちづくり会社の設立 

本市には、中心市街地活性化に向けた事業を市民と協働で実施していくためのまちづくり会

社「㈱みらいもりやま２１」が平成 20年９月に設立されました。 

「㈱みらいもりやま２１」は、行政が中心に実施する「都市インフラの整備」や「行政サー

ビスの充実」と、市民や商業者等が中心に実施する「にぎわい創出の取り組み」を、応援・補

完・調整するためのタウンマネジメント組織として、民間のノウハウを活かし、市民・事業者

等との協働の立場から、中心市街地活性化に必要なハード・ソフト事業に取り組んでいます。 

■会社概要 

商  号   株式会社みらいもりやま２１ 

所 在 地   滋賀県守山市守山一丁目８－７ 

資 本 金   5,225万円（出資された財産の全額を成立後の資本金の額とする。） 

創立総会   平成 20年９月５日開催 

■事業目的 

(1) 中心市街地活性化に向けた中核事業 

会社設立後、５年間における前半の拠点づくりとして地域活性化施設（市設置）を活用し

「中山道の町家活用による商業施設の整備」に取り組みます。中山道守山宿の持つ歴史資源

の活用と共に、町家や蔵を整備するなか地産地消をテーマにしたにぎわい施設（飲食店や物

販店等）を守山市の歴史文化の拠点と併設することにより効果的に取り組みを実施します。 

また後半の拠点づくりとしては同様に地域活性化施設（市設置）を活用し「親水公園付近

での商業施設の整備」に親水公園と統一性を持たすなか取り組み、中心市街地の核となる事

業の実施に取り組みます。 

その他、地域の特長を活かした「健康福祉事業やエコ・環境事業」の実施を併せ取り組み

ます。 

(2) 経営安定のための収益事業 

事業を展開していくうえでは、安定した収益を確保していく必要があり、広告事業（街路

灯等へのバナー広告設置・ＨＰへのバナー広告掲載）、民間施設や公共施設の管理受託運営

等に取り組みます。 

(3) その他事業 

その他事業の取り組みとして、イベント・ＰＲ事業、新たに店舗を誘致する外部投資誘導

事業、空店舗対策事業、市民との協働のためのプラットフォームづくり、情報発信、商業者

等に対するまちに関するデータの提供、まちづくりに関する調査研究等を実施します。 

■設立時の株主数及び発行株式 

株主数  173名   (内訳) 発起人  ９人 

募  集  法人株主 42社・個人株主 122人 

設立時発行株式数  1,045株（5,225万円)  

（内訳）発起人引受けによるもの 375株（1,875万円） 

募集によるもの     670株（3,350万円） 

■取締役及び監査役について（平成 26 年９月時点） 

代表取締役社長 大 崎 裕 士（大崎設備工業株式会社） 

    取締役 山 倉 雅 雄（株式会社マサキコーポレーション） 

    取締役 鵜 飼 重 樹（うかい自動車株式会社） 

取締役 新 谷 文 孝（新谷労務管理事務所） 

    取締役 葭 本 勝 利（株式会社葭本ダンボール） 

    取締役 大 﨑 次 郎（守山市役所） 

    監査役 南 井 哲  （南井哲税理士事務所） 

    監査役 久保田 真 也（株式会社滋賀銀行） 

    相談役 清 原 健  （株式会社清原） 
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［２］中心市街地活性化協議会に関する事項  

中心市街地活性化協議会については、法第 15 条第１項の規定に基づき、基本計画並びに認定

基本計画及びその実施に関し必要な事項、その他中心市街地の活性化の総合的かつ一体的な推進

に関し必要な事項について協議するため、平成 20 年 11 月 20 日に、守山市中心市街地活性化協

議会を設置しました。 

その後、平成 26年８月までに 16回開催し、活性化事業の進捗状況についての報告、基本計画

の変更等について協議を重ねてきました。また、前計画の延長や新計画策定等の方針についても

検討してきました。 

■新計画に関する意見（平成 27年１月諮問） 
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■ 中心市街地活性化協議会の構成員 

No. 役職 所属団体 職名 委員名 

1 会長 立命館大学 教授 及川 清昭 

2 副会長 守山商工会議所 会頭 清原 健 

3 副会長 株式会社みらいもりやま２１ 代表取締役社長 大崎 裕士 

4 副会長 守山市自治連合会 会長(幸津川自治会中洲学区長） 伊藤 五作 

5 副会長 守山市商店街連盟 会長 堀井 隆彦 

6 副会長 守山市観光物産協会 会長 中西 隆彦 

7 監事 旭化成株式会社守山製造所 守山製造所長 榎園 博文 

8 監事 守山市金融協議会 （滋賀銀行） 幹事 四方 清文 

9 構成員 守山銀座商店街振興組合 理事長 北田 照夫 

10 構成員 ほたる通り商店街 会長 新野 富美夫 

11 構成員 中央商店街 会長 堀井 隆彦    

12 構成員 銀座一番街 会長 田野 真一 

13 構成員 株式会社平和堂 店長 園田 高士 

14 構成員 公益社団法人守山青年会議所 理事長 藤本 進矢 

15 構成員 おうみ冨士農業協同組合 代表理事理事長 西田 直樹 

16 構成員 近江守山ライオンズクラブ 会長 藤本 一矢 

17 構成員 守山ロータリークラブ 会長 杉江 文雄 

18 構成員 西日本旅客鉄道株式会社 野洲駅長 大島 三郎 

19 構成員 
日本貨物鉄道株式会社 

事業開発本部関西事業開発支店 
副支店長 高野 賢一 

20 構成員 近江鉄道株式会社 あやめ営業所 所長 近藤 宏二 

21 構成員 近江タクシー株式会社 守山営業所 所長 山口 晃弘 

22 構成員 守山タクシー株式会社 代表取締役 三品 勝裕 

23 構成員 日本郵便株式会社 近江守山郵便局 局長 長谷川 誠 

24 構成員 社会福祉法人守山市社会福祉協議会 会長 本城 眞佐一 

25 構成員 守山市文化体育振興事業団 常務理事 田井 繁好 

26 構成員 緑のもりやまを創る会 会長 小林 均 

27 構成員 中山道守山宿歴史文化保存会 会長 川端 美臣 

28 構成員 NPO法人びわこ豊穣の郷 理事長 金崎 いよ子 

29 構成員 これから行動隊 
代表 笠原 吉孝   

代理 細谷 卓爾 
笠原 吉孝 

30 構成員 滋賀県南部土木事務所 所長 村井 孝義 

31 構成員 守山市 副市長 川那辺 守雄 

32 構成員 守山商工会議所  専務理事 松永 之和 

33 構成員 近江鉄道株式会社 不動産部 部長 和辻 勉 

34 構成員 株式会社平和堂 開発部 開発一課長 田中 義雄 

35 構成員 セルバ守山店舗等部会 副部会長 山口 常夫 

36 構成員 セルバ SEED 会長 太田 智真 

平成 29年８月現在 
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37 構成員 元町商店街   林 忠広 

38 構成員 守山商工会議所 青年部 会長 今井 貴善 

39 構成員 チカ守山 総支配人 岡田 和也 

40 構成員 すこやかもりやま実現隊 代表 村上 瞳 

41 構成員 勝部自治会 自治会長 小嶋 宣秀 

42 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 守山警察署 地域課長 重松 洋二 

43 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 中小機構近畿本部 地域振興課課長 根来 義将 

44 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 滋賀県立成人病センター 
滋賀県病院事業庁経営管理課 

課長補佐 
薮内 路也 

 

■中心市街地活性化協議会の開催状況 

 年 月 日 議 事 内 容 

1 平成 20 年 11 月 20 日 
・中心市街地活性化協議会設置規約（案）承認について 
・中心市街地活性化協議会役員選任について 
・中心市街地活性化基本計画（案）の策定状況について 

2 平成 20 年 12 月 12 日 ・中心市街地活性化基本計画（案）に対する意見について 

3 平成 21 年４月 20 日 

・認定中心市街地活性化基本計画について 
・守山市が取り組む中心市街地活性化事業の概ねのスケジュールについて 
・平成 20 年度事業報告 
・平成 21 年度活動方針（案）並びに収支予算（案）について 

4 平成 21 年 10 月 29 日 

・平成 21 年度中心市街地活性化事業の中間報告と今後の取り組みについて 
・まちづくり会社「㈱みらいもりやま２１」経過並びに事業報告 
・タウンマネージャーの決定について 
・調査、研修事業「近畿中心市街地活性化ネットワーク研究会」について 
・先進地視察研修会の実施について 

5 平成 22 年２月 19 日 
・中心市街地活性化事業の取り組みについて 
・中心市街地活性化基本計画の一部変更について 
・中心市街地活性化協議会研修について 

6 平成 22 年７月６日 
・平成 21 年度事業報告及び会計報告について 
・平成 22 年度事業計画（案）及び予算（案）について 
・中心市街地活性化事業の取り組みについて 

7 平成 22 年 11 月 12 日 
・歴史文化拠点の整備方針について 
・中心市街地活性化基本計画の一部変更について 
・中心市街地活性化事業等の取り組みについて 

8 平成 23 年 10 月 27 日 
・平成 22 年度事業報告及び会計報告について 
・平成 23 年度事業計画（案）及び予算（案）について 
・中心市街地活性化事業の取り組みについて 

9 平成 24 年３月 16 日 

・平成 23 年度予算執行見込及び平成 24 年度予算見込について 
・中心市街地活性化事業の取り組みについて 
・主な事業の取り組みについて 
・中心市街地活性化協議会事務局支援事業について 

10 平成 24 年５月 25 日 

・平成 23 年度収支決算及び平成 24 年度予算（案）について 
・中心市街地活性化事業の取り組みについて 
・中心市街地活性化基本計画の一部変更について 
・主な事業の取り組みについて 

11 平成 25 年２月 19 日 

・平成 24 年度予算執行見込及び平成 25 年度予算（案）について 
・中心市街地活性化事業の取り組みについて 
・中心市街地活性化基本計画の一部変更について 
・今後の中心市街地活性化の取り組みについて 

12 平成 25 年４月 26 日 

・平成 24 年度収支決算及び平成 25 年度予算（案）について 
・中心市街地活性化基本計画の一部変更について 
・中心市街地活性化事業の取り組みについて 
・主な事業の取り組みについて 

13 平成 25 年８月 20 日 
・今後の取り組み方針について 
・中心市街地活性化基本計画の一部変更について 
・中心市街地活性化事業の取り組みについて 
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14 平成 25 年 11 月 21 日 
・中心市街地活性化基本計画の一部変更について 
・中心市街地活性化事業の今後の取り組み方針について 

15 平成 26 年５月 27 日 
・平成 25 年度収支決算及び平成 26 年度予算（案）について 
・新計画の取り組み概要について 

16 平成 26 年８月 27 日 

・新計画（案）について 
・ＪＲ守山駅周辺地区活性化整備計画策定の取り組みについて 
・県立成人病センターへの協議会オブザーバーの就任依頼及び今後の構成員
について 

17 平成 27 年 1 月 23 日 

・ＪＲ守山駅周辺地区活性化整備計画について 
・第１期守山市中心市街地活性化基本計画の一部変更について 
・第２期守山市中心市街地活性化基本計画（案）について 
・守山市中心市街地活性化協議会構成員の見直しについて 

18 平成 27 年５月 12 日 

・平成 26 年度収支決算および平成 27 年度予算(案)について 
・第 1 期守山市中心市街地活性化基本計画の総括および今後の取り組みにつ
いて 
・守山駅前の顔づくり事業（近江鉄道ビル建て替え事業）について 
・分科会（商店街ワークショップ）について 

・セルバ守山地下施設整備事業フォローアップについて 

19 平成 27 年 10 月 15 日 

・近江鉄道株式会社 特定民間中心市街地経済活力向上事業計画認定申請に
ついて 
・守山市中心市街地活性化基本計画の一部変更および火まつり交流館整備事
業について 
・視察研修会（案）について 
・守山一里塚活性協議会について 
・健康・医学を考える事業について 

・もりやまバルについて 

20 平成 28 年２月 26 日 

・平成 28 年度事業計画及び予算（案）について 
・中心市街地活性化基本計画における民間事業の取り組みについて 
・ルシオールアートキッズフェスティバルについて 
・視察研修会について 
・中山道賑わい創出事業について 

21 平成 28 年８月 30 日 

・平成 27 年度決算について 
・守山市中心市街地活性化基本計画の変更について 
・中心市街地商業活性化診断・サポート事業（プロジェクト型）申請について 
・中心市街地活性化基本計画における民間事業等の取り組みについて 
・公益社団法人守山青年会議所からの活動報告について 

・ココカラフェス開催について 

22 平成 29 年２月 28 日 

・平成 28 年度事業計画及び予算（案）について 
・第２期中心市街地活性化基本計画における民間事業等の進捗について 
・健康と予防医学を考える事業「ココカラ Fes」について 
・勝部自治会火まつり交流館事業について 
・守山市中心市街地活性化基本計画の変更について 
・美賀未来ビル建て替え事業について 

23 平成 29 年６月７日 

・平成 28 年度収支決算について 
・守山市中心市街地活性化基本計画の一部変更について 
・第２期中心市街地活性化基本計画の事業進捗について 
・健康と予防・医学を考える「ココカラＦｅｓ」について 
・勝部自治会火まつり交流館整備事業について 

24 平成 30 年２月 28 日 

・平成 30 年度事業計画及び予算（案）について 
・第２期中心市街地活性化基本計画における民間事業等の進捗について 
・全国中山道宿場会議守山宿大会について 

25 平成 30 年８月 24 日 ・守山市中心市街地活性化基本計画の一部変更について 

26 平成 31 年３月 27 日 ・第２期中心市街地活性化基本計画の事業進捗について 

27 令和元年５月 31 日 ・守山市中心市街地活性化基本計画の一部変更について 

28 令和元年８月 27 日 

・平成 30 年度決算について 
・会長選任について 
・守山市中心市街地活性化基本計画の変更について 
・守山市中心市街地活性化基本計画進捗状況について 
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・創業支援事業について 
・守山市中心市街地活性化基本計画の今後の課題と検討委員会について 

29 令和２年２月 12 日 

・令和２年度事業計画・予算について 
・創業支援事業実施について 
・中心市街地活性化基本計画第２期進捗状況について 
・中心市街地活性化基本計画第２期延長手続きについて 
・中心市街地活性化協議会 検討委員会等における結果報告 
・ココカラ Fes実施について 

中心市街地活性化協議会は、㈱みらいもりやま２１が事務局を担っており、商工会議所と㈱み

らいもりやま２１、市の３団体の負担金により運営されています。 

中心市街地活性化協議会の中には、前計画の取り組みの成果や今後の中心市街地活性化のあり

方等について検討するための下部組織として「中心市街地活性化協議会 検討委員会」を設け、

様々な検討を行ってきました。（詳細については 48,49頁参照） 

 

■ 中心市街地活性化協議会 検討委員会の開催状況 

 年 月 日 議 事 内 容 

1 平成 25 年 4 月 24 日 
・中心市街地活性化基本計画の検証 

・中心市街地活性化についての意見交換 

2 平成 25 年 5 月 22 日 
・市の実施予定事業の紹介 

・今後の取り組み（案） 

3 平成 25 年 6 月 21 日 
・中心市街地活性化の事例紹介 

・守山市のまちづくり方針について 

4 平成 25 年 7 月 29 日 
・これまでの取り組み状況について 

・中心市街地の今後の取り組み方針について 

5 令和元年 9 月 17 日 守山市中心市街地活性化基本計画を通じてよかった点と問題がある点 

6 令和元年 10 月 7 日 中心市街地の今後の目標像とそれに向けて民間が取り組めること 

 

■ 中心市街地活性化協議会 検討委員会の構成員 

商店街組織代表者、商店主、まちづくり会社、まちづくり系ＮＰＯ法人代表者、学識経験者、

商工会議所、守山市 等 
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［３］基本計画に基づく事業及び措置の一体的推進等  

 

（１）客観的現状分析、ニーズ調査に基づく事業・措置の集中実施 

 

①前計画に基づく計画実施等について 

「１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針」 

［４］中心市街地の活性化に向けたこれまでの取り組みと評価 

［６］中心市街地の活性化に向けた課題の整理 

［７］中心市街地活性化の基本方針 

において、前計画に基づくこれまでの取り組みの評価や成果、反省すべき点を整理しています。 

 

②統計的なデータ等による地域の現状等に関する客観的な把握・分析について 

「１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針」 

［１］守山市の概要 

［２］中心市街地の概況 

［３］中心市街地の現状分析 

において、地域の現状等について、統計的なデータを含めて把握・分析しています。 

 

③地域住民のニーズ等の客観的な把握・分析について 

「１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針」 

［５］地域住民のニーズ等の把握 

において、アンケート・ヒアリング調査によって、地域住民ニーズを把握・分析しています。 
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（２）様々な主体の巻き込み及び各種事業等との連携・調整について 

○市民・学生等との連携 

■龍谷大学との連携 

平成 23 年には、龍谷大学と市の間で「連携協力に関する協定」を締結し、中山道街道文

化交流館を主な活動拠点として地元自治会と連携するなか、ストックウォーキング等の取り

組みを進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■立命館大学との連携 

   平成 24 年に大学地域連携課題解決支援事業として、立命館大学教授及び研究室の院生を

中心に、㈱みらいもりやま２１、市等と連携するなか、「守山宿・町家“うの家”」を活かし

ながら歴史文化を広く理解するための機能のあり方等について、共同で検討・提案しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■立命館守山高等学校との連携 

平成 24年には、立命館守山高等学校の学生により、商店街の空店舗を活用しながら、「東

日本大震災」の復興支援として東北地方に関係する商品等を販売することを通して、店舗経

営の難しさ等を体験しました。 

■全国中学校社会科教育研究大会 

平成 26 年 11 月には、全国中学校社会科教育研究大会の公民的分野として、守山市立守

山南中学生徒による守山市の中心市街地活性化の取り組みに対する評価及び今後に向けた

事業提案が公開授業として行われました。 

公開授業に向けての事前の調査・分析の授業において、商店街、環境、歴史文化の関係者、

みらいもりやま２１マネージャー、市職員がゲストティーチャーとして授業に参加し、「み

らいのもりやま」を背負う次世代の生の意見を聞き取りしました。 

公開授業では、守山市立守山南中学生徒による第２期中活の提案事業として、「セルバ パ

ワーアップ計画」が提案され、今後、中学生、関係者が一丸となりこの事業に取り組んでい

きます。 
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○民間事業者等との連携 

■グランドデザインに基づいたまちづくり 

JR 守山駅周辺地区に位置し、集客の核となっている民間施設（守山銀座商店街ビル、近

江鉄道ビル、平和堂守山店、セルバ守山）では、それぞれの事業者による建て替えやリニュ

ーアルに向けた準備が進められています。 

これらの民間事業の実施に当たっては、JR 守山駅周辺地区の現状整理・課題抽出を行っ

た上で、地区全体のグランドデザイン、コンセプトを作成し、これに基づいて整備を進めて

いくことによって、一体的・相乗的に効果を上げていくことが望まれます。 

そのため、建て替え等に向けて動き出している事業者間で連携を強め、各施設の魅力化を

図ると共に回遊性を高め、地域一体としてさらなるにぎわいを創出するため、守山市中心市

街地活性化協議会がＪＲ守山駅周辺地区の現状を整理して課題を抽出し、地区全体のグラン

ドデザイン、コンセプトの作成に取り組んでいます。 
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① ＪＲ守山駅前エリア 

 

 

 

 

 

 

 

② 平和堂建替エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 守山銀座再開発エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

◆JR 守山駅周辺地区の構成 

地域特性 

  

・駅から徒歩 10分、小規模店舗が立地 
・充実した歴史環境が隣接 
・教育施設や自然環境が充実 
・準備会にて再開発計画中 

JR守山駅周辺地区 

エリア図 

エリアコンセプト 

導入機能  

各導入機能（施設例） 
・個性化機能（自然･健康食品、ｵｰｶﾞﾆｯｸﾚｽﾄﾗﾝ･ｶﾌｪなど） 
・趣味性の高い機能（料理教室、ｱﾛﾏﾃﾗﾋﾟｰ、ｶﾞｰﾃﾞﾆﾝｸﾞｽﾄｱなど） 
・居住、社会福祉機能など 

・地域性を活かし個性化(自然、健康、趣味性等)に富んだ商業機能 

・居住、社会福祉機能 

・地域特性を活かし開発規模に対応する上質で志向性の高い商業や良好な

居住推進を図り地域アイデンティティを高めるエリア 

地域特性 

  

エリアコンセプト 

  

導入機能 

各導入機能（施設例）  

 

・駅前で拠点性、集客性が高い 
・近江鉄道用地で有効活用計画中 
・セルバ 1,2階でテナント展開の可能性を検討中 

・情報発信、窓口機能（案内、誘導を含む） ・居住機能  

・都市利便機能 
・情報発信、窓口機能（総合案内所の強化、行政窓口サービスなど） 
・都市利便機能（図書館分館、本屋、飲食店、フードコート、フィットネス、ATMなど） 
・居住機能 ・宿泊機能 

・広域的な視点で駅前の拠点性を活かし情報発信を行うとともに市内外の

交流を図り、守山の顔としてアイデンティティを高めるエリア 

地域特性 

  

エリアコンセプト 

導入機能  

 

各導入機能（施設例） 

・駅から徒歩 5分、大手スーパーが立地(3階は床貸、4階はﾚﾝﾀﾙｽﾍﾟｰｽ) 
・駅前と守山銀座の中間エリア 
・駐車場の地域利用度が高い ・周辺でマンション建設が進行 
・建替え検討中（スーパーは規模拡大）、その他は未定 

特徴：多様な施設規模対応が可能 

・生活サポート機能 

・駅前と守山銀座の補完機能(大規模施設、駐車機能等を含む)  

・居住、教育機能（専門学校等）、文化･イベントスペースの配置 

・生活サポート機能（食料品店、ドラッグストアなど） 
・大規模施設（ﾌﾟｰﾙ付ﾌｨｯﾄﾈｽ、地域包括支援ｾﾝﾀｰ、医療系専門学校など） 
・補完機能（食育学習ﾙｰﾑ【予防医学講座等の開催】、駐車場 など） 

・来訪者と居住者の交流の場としてにぎわいを創出し、あわせて①と③と

の連携を高めるエリア 

 

 
方針案 
・各開発エリアの場所性(地域性、拠点性)を考慮して機能を分配（平和堂建替エリアが連携を高めるエリア） 
・開発規模に応じて機能配置 
・あわせてまちなか居住(年間 70戸程度)を促進し、昼間の人通りを確保 

 ：JR 守山駅周辺地区 

緑：第 1期中活での実施 

赤：第 2期中活で実施予定 

中央商店街（中山道） 

 ③守山銀座 
再開発ｴﾘｱ 

 ②平和堂 
建替ｴﾘｱ 

平和堂建替エリア 

 
①JR守山 
駅前ｴﾘｱ 

拠点性の高
いエリア 

連携を高め
るエリア 

地域性の高

いエリア 

セルバ守山地下 1階の再生 

あまが池プラザ・親水緑地整備 

セルバ守山 1,2階の再生 

ＪＲ守山駅 

守山銀座再開発エリア 

近江鉄道用地有効活用 

守山小学校と幼稚園合築 

“うの家”の再生 
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■３つの核的施設を結んだ「トライアングルゾーン」を中心としたまちづくり 

一施設の集客力が向上しても、それだけではまちのにぎわいは生まれないため、複数施設

の魅力を高めることに加え、それらを回遊してもらうための仕組みづくりが重要となりま

す。 

そのため、中心市街地における３つの拠点施設（守山宿・町家“うの家”、あまが池プラ

ザ、セルバ守山）を結んだ駅前から銀座通り、中山道、ほたる通りのトライアングルゾーン

を中心に、これら拠点施設が連携したイベントを実施すること等により、回遊性の向上を図

り、中心市街地全体の活性化につなげていくことを目指します。 

 

■３種の神器の実施 

㈱みらいもりやま２１、守山商工会議所、商店街、商店主、団体等が連携し、滋賀県内で

いち早く、いわゆる３種の神器（「守山 100円商店街」、「もりやまバル」、「まちゼミ」）を平

成 22 年度から開催すると共に、これまでの取り組みを連携して一体的な取り組みに発展さ

せ、にぎわいの創出に取り組んでいます。 

 

 

◇守山 100 円商店街 

各個店がそれぞれのこだわりの 100円の商品を出品する「守山 100 円商店街」を県内で

初めて、平成 22年 12月に開催しました。また、第１回は「もりやまいち」、第２回は「ま

ちなか軽トラ市
いち

」等と連携して同日に開催する等、相乗効果を上げていくことにより、中

心市街地全体におけるにぎわいを創出しています。 
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◇もりやまバル 

参加店舗が連携し、共通チケットにより飲み歩きできる「もりやまバル」を平成 22 年

11 月から開催しています。駅前周辺のイルミネーションである「もりやま冬ホタル」の

点灯式や、「ほたる探検紀行」としてホタルパーク＆ウォークと連携しながら開催する等、

相乗効果を上げていくことにより、中心市街地全体におけるにぎわいを創出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇まちゼミ 

商店主等が講師となり、これまで商いで培った専門知識を受講者（お客様）に無料で提

供する少人数形式の講座イベントである「まちゼミ」を平成 23 年２月から定期的に開催

しています。 

お店の特徴を知っていただき、お客様とのコミュニケーションを図ることで、信頼関係

を 築くことを目的としています。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほたる探検紀行 
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平成 26 年度には、こどもを対象とした「まちゼミキッズ」を開催しました。平成 26

年 7月開催の第２回では、あまが池プラザ、あまが池親水緑地公園、銀座商店街を会場に

実施しました。参加店舗の協力により、330 名のこども達が、雑貨屋さん、金物屋さん、

携帯屋さん、飴菓子屋さん、ダンス教室、ネイルサロン、プリントショップ、ロボット教

室の８つの店舗を舞台に、それぞれのお店の仕事を体験しました。 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中心市街地活性化連絡会議、ＣＳ会議の開催 

平成 23年度より、㈱みらいもりやま２１、守山商工会議所、守山市文化体育振興事業団(平

成 26年度より参画)、市のトップが、月に一度、連絡会議を開き、調整を図るなか、中心市

街地の活性化に向け、取り組んでいます。 

また、担当者間においても、平成 25年度より、㈱みらいもりやま２１、守山商工会議所、

守山市観光物産協会、市の担当者が定期的に会議（ＣＳ会議）を開催し、連絡調整を図りな

がら、効率的、効果的に活性化に向けて取り組んでいます。 

 

■スタンプラリーの実施 

 民間事業者等の連携によるスタンプラリーを、100円商店街やポンテリカ、その他のイベ

ントと合わせて実施し、相乗効果を上げていくことにより、回遊性の向上を図り、にぎわい

を創出しています。 
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■セルバ守山地下にぎわい創出事業 

平成 26 年２月には、所有者である㈱平和堂と、市、㈱みらいもりやま２１、シダックス

グループが連携して完成させた「チカ守山」がオープンし、活用されていなかった地下の空

店舗が解消され、さらには相乗効果により、１・２階の部分についても、地権者により活性

化に向けて検討する動きが出てくるなど、活性化に向けた機運が高まってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■滋賀まちづくりフォーラム 

平成 26年７月には、相互連携・協働化による「共生（ともいき）社会」の実現を目的に、

滋賀県内の各まちづくり会社が中心となった全国初の県域まちづくり会社組織である「滋賀

まちづくりフォーラム」が設立されました。本市では㈱みらいもりやま２１が参加し、市内

だけではなく、県内のまちづくり会社と連携・協力するなか、相乗効果による活性化に取り

組んでいます。 

 

■近畿中心市街地活性化ネットワーク研究会 

近畿圏で中心市街地活性化に取り組む自治体、まちづくり会社、協議会による課題・情報

の共有化、意見交換及び解題解決策の研究を行うことを目的とした「近畿中心市街地活性化

ネットワーク研究会」に市、㈱みらいもりやま２１、守山商工会議所が積極的に参加し、他

地域の先進事例や課題解決策を学び、本市の活性化に向けた取り組みの参考としています。 

 

■指定管理者制度の導入 

民間事業者のノウハウを活かして公共施設をより有効活用するため、前計画に基づいて整

備したあまが池プラザと守山宿・町家“うの家”について指定管理者制度を導入しています。

その結果、市民ニーズを踏まえた運営が進められ、利用者は増加し続けています。 

セルバ守山地下にぎわい創出事業のスキーム 
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■中心市街地振興イベント支援事業補助金 

平成 21年度より、中心市街地の活性化及び交流人口の増大を図るため、商店街等が行うイ

ベント事業に対し、市が中心市街地振興イベント支援事業補助金を交付しています。 

平成 25 年度までに、イベント補助金を活用し、民間が主体となった様々な魅力あるイベ

ントが 11 件（平成 21年度 2 件、平成 23年度 4件、平成 24年度 2 件、平成 25 年度 3 件）

実施されており、中心市街地活性化に大きく寄与しています。 
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10．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項 

［１］都市機能の集積の促進の考え方  

都市計画マスタープランでは、『「中心商業拠点」「観光リゾート拠点」「市民交流ゾーン」の３

つの都市機能が集積した拠点を設け、それぞれの特性を活かした施設整備を促進します』との考

え方を記載しています。 

このうち、「中心商業拠点」が中心市街地の区域に該当しています。「中心商業拠点」において

は、以下のような方針を掲げています。 

 

 

 

 

 

 

また、守山学区のまちづくりの将来像における土地利用の方針については、以下のようなこと

を掲げています。 

 

 

 

［２］都市計画手法の活用  

（１）準工業地域における大規模集客施設※の立地の制限 

持続可能なまちづくりの推進に向けて、中心市街地における都市機能の集積を図ることが必

要です。土地利用状況から見て、準工業地域での大規模集客施設の立地は中心市街地に大きな

影響を与えることが考えられます。そのため、都市機能の適正立地を目的として、大規模集客

施設制限特別用途地区を追加変更しました。 

■大津湖南都市計画特別用途地区の変更 

・地区の種類：大規模集客施設制限特別用途地区 

・面   積：約 22.8ha 

・備   考：守山市内の準工業地域 

■大規模集客施設の立地規制に関するスケジュール 

項目 年 月 日 

公聴会の開催 平成 20年４月 19日 

計画案の縦覧 平成 20年５月１日～平成 20年５月 15日 

守山市都市計画審議会 平成 20年６月３日 

条例の公布日 平成 20年６月 29日 

決定・告示 平成 20年８月１日 

条例の施行日 〃 

※ 大規模集客施設とは、店舗、飲食店、展示場、遊技場、劇場、映画館、演芸場、勝ち馬
投票券発売所、場外車券売場等で延床面積が１万㎡を超えるものです。 

JR 守山駅周辺において、街並みの再生を図り、本市の玄関口及び中心商業地としてふさわ

しい、市民や訪れた人々が交流する拠点を形成します。また、小河川を活かし、街なか居住

を基本に、｢歩く｣、｢出会う｣、｢憩う｣をキーワードに、にぎわいと活力ある市街地を形成し、

核となる文化・医療・福祉施設や生活者の利便性の向上に資する施設の整備推進を図ります。 

中山道沿道については、歴史的な街並みの保全を推進すると共に、景観上重要な建築物等

の保全を推進します。 

JR 守山駅周辺に本市の中心市街地を位置づけ、商業･業務施設に加え、文化・医療・福祉

施設等の多様な都市機能の集積を図ります。また、歩いて暮らせるまちづくりを推進すると

共に、既存商業施設の活用促進等、中心商業地の活性化を図ります。 



 139 

［３］都市機能の適正立地、既存ストックの有効活用等  

（１）都市機能の適正立地 

[２]都市計画手法の活用（前頁）を参照 

 

（２）既存ストックの有効活用 

歴史的資源を活かしたまちづくりを推進するため、中山道を中心に景観保全や町家の有効活用

を進めています。 

 

■中山道の街並み保全の取り組み 

中心市街地内には中山道が通っており、その沿道には築 100 年を超える町家等が存在する

等、歴史的街並みが残っています。 

この貴重な街並みを保全するため、平成 11 年度に「中山道守山宿まちづくり協議会」が設

置され、街並みの保全に向けた検討が進められています。平成 20 年２月には、中山道沿道の

景観保全を目的に、歴史的な意匠制限と高さ制限を合わせた地区計画条例を導入しました。 

また、中山道守山宿の街なみに合致した修景整備に対して助成を行い、これまでに 5件の整

備が行われる等、街並み保全に向けた取り組みが進められています。 
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■町家等の保全及び情報発信 

平成 19年に中山道沿道の町家を活用し、「中山道街道文化交流館」を整備すると共に、平成

24 年には、故宇野宗佑元内閣総理大臣の生家を「守山市歴史文化まちづくり館（守山宿・町

家“うの家”）」として整備し、守山の歴史文化の情報発信を行っています。 

また、中山道守山宿の加宿であった今宿町に所在する「山本正右衛門家住宅」は、江戸時代

末期に建築された町家で、大きな変容を受けずに残る唯一の町家建築として、その文化的 

価値は高く評価され、平成 25 年 12 月に市の文化

財（史跡）に指定されました。 

 

さらに、今宿町には、県内に唯一残る一里塚（県

指定文化財）をはじめ、樹下神社安産石等の文化

財が点在し、今宿自治会及び中山道歴史文化保存

会により、歴史資源の保存及び情報発信の取り組

みが積極的に進められています。 

 

その他、勝部自治会では、滋賀県選択無形民俗

文化財である「火まつり」をはじめ、由緒ある伝

統行事を継承するため、歴史文化の継承と市内外

への情報発信を行っています。また、現在、伝統

文化を発信する（仮称）火まつり交流館の整備に

向けた取り組みが進められています。 

 

また、中山道沿道の各町家にひな人形等を展示

する「もりやまのひなまつり」、東門院の門前市
いち

「一七
い い な

めぐり」など、既存の歴史資源等を活用す

るとともに、それらを連携させた取り組みが進め

られています。 
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１）中心市街地における大規模建築物等の既存ストックの現況 

・中心市街地内における 10,000 ㎡以上の大規模建築物としては、県立成人病センター、県立小

児保健医療センター、市民病院があります。 

 

２）守山市内の行政機関、病院・学校等の都市福利施設の立地状況 

・守山市における主な施設の立地状況は以下の通りとなっています。 

・各施設について現時点での移転計画はありません。 

■主要な公共公益施設の概要                  （ ）内は占有率 

施設分類 施設数 うち中心市街地に立地 

主要公共公益施設 9 4 ( 44.4%) 

市民センター・市民サービスコーナー 6 3 ( 50.0%) 

文化・教養施設 24 7 ( 29.2%) 

美術館・記念館・資料館等 3 0 (  0.0%) 

スポーツ施設 5 0 (  0.0%) 

病院 3 3 (100.0%) 

高齢者福祉施設 38 4 ( 10.5%) 

児童教育・福祉施設 35 7 ( 20.0%) 

小学校、中学校、高校、特別支援学校、専門学校 20 3 ( 15.0%) 

公共公益施設 合計 143 31 ( 21.7%) 

 

■位置図（中心部） 
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■位置図（郊外部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主要公共公益施設 

 施設名 
中心市街地 

内 外 

1 近畿運輸局滋賀運輸支局  ○ 

2 
国土交通省近畿地方整備局琵琶湖
河川事務所野洲川出張所 

 ○ 

3 守山法務局証明サービスセンター ○  

4 守山警察署  ○ 

5 
湖南広域行政組合北消防署・ 
守山市コミュニティ防災センター 

 ○ 

6 守山市役所 ○  

7 守山市商工会館  ○ 

8 守山青年会議所 ○  

9 
守山野洲市民交流プラザ（ライズ

ヴィル都賀山） 
○  

 

●市民センター・市民サービスコーナー 

 施設名 
中心市街地 

内 外 

1 守山市役所速野支所  ○ 

2 守山市役所中洲支所  ○ 

3 守山市駅前総合案内所 ○  

4 市民サービスセンター  ○ 

5 
守山市高年齢者職業相談室 
(ジョブプラザ守山) 

○  

6 (社)守山市シルバー人材センター ○  

 ●病院 

 施設名 
中心市街地 
内 外 

1 市民病院 ○  
2 県立成人病センター ○  
3 県立小児保健医療センター ○  
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 市街化区域 

● 主要公共公益施設 

● 市民ｾﾝﾀｰ･市民ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

● 文化･教養施設 

● 美術館･記念館･資料館 

● スポーツ施設 

● 病院 

● 高齢者福祉施設 

● 児童教育・福祉施設 

● 小・中・高、特別支援学校、

専門学校 
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●文化・教養施設 

 施設名 
中心市街地 
内 外 

1 守山市公文書館  ○ 
2 守山会館 ○  
3 吉身会館  ○ 
4 小津会館  ○ 
5 守山市地域総合ｾﾝﾀｰ･玉津会館  ○ 
6 河西会館  ○ 
7 速野会館  ○ 
8 中洲会館  ○ 
9 中央公民館(守山市民ホール)  ○ 
10 北公民館  ○ 
11 図書館・視聴覚ライブラリー ○  
12 教育研究所  ○ 
13 埋蔵文化財センター  ○ 
14 市民文化会館(守山市民ホール)  ○ 
15 もりやまバラ・ハーブ園  ○ 
16 美崎公園パークセンター  ○ 
17 守山駅前コミュニティホール ○  
18 市民交流センター(さんさん守山) ○  
19 生涯学習・教育支援センター(エルセンター)  ○ 
20 守山野洲少年センター  ○ 
21 びわこ地球市民の森  ○ 
22 中山道街道文化交流館 ○  

23 
守山市歴史文化まちづくり館 
（守山宿・町家“うの家”） 

○  

24 
守山市中心市街地活性化交流プラ
ザ(あまが池プラザ) 

○  

 

●美術館・記念館・資料館等 

 施設名 
中心市街地 
内 外 

1 野洲川改修記念館  ○ 
2 ほたるの森資料館  ○ 
3 近江妙蓮公園・近江妙蓮資料館  ○ 

 ●スポーツ施設 

 施設名 
中心市街地 
内 外 

1 市民体育館  ○ 
2 市民球場  ○ 
3 野洲川歴史公園ｻｯｶｰ場(ﾋﾞｯｸﾞﾚｲｸ)  ○ 
4 農村多目的広場  ○ 
5 市民プール  ○ 

 

●高齢者福祉施設 

 施設名 
中心市街地 
内 外 

1 老人憩いの家  ○ 
2 福祉保健センター(すこやかｾﾝﾀｰ)  ○ 
3 守山市立幸津川デイサービスセンター  ○ 
4 守山市立三宅デイサービスセンター  ○ 
5 守山市立石田デイサービスセンター  ○ 
6 シニアセンターティファニー  ○ 

7 
社会福祉法人慈恵会ゆいの里守山デイサービスセ
ンター・特別養護老人ホームゆいの里・ショート
ステイゆいの里、グループホームゆい 

 ○ 

8 
介護老人福祉施設・デイサービスセンタ
ー・ショートステイしがそせい苑 

 ○ 

9 ライブリースペースＣＯＣＯＲＯ ○  
10 ゆうらいふデイサービス  ○ 

11 
特定非営利活動法人ゆうらいふ グループホームすいれん・
デイサービスすいれん 

 ○ 

12 まごころの家・守山  ○ 
13 デイホームまたあした  ○ 
14 デイホームまたあした伊勢  ○ 
15 デイサービスリハビリテーション守山  ○ 
16 機能訓練デイサービスふくろうさん  ○ 
17 あかり家  ○ 
18 デイサービスあいむ守山  ○ 
19 デイサービスあいむ今浜  ○ 
20 デイホームきむらさんち  ○ 
21 デイホームみずほのきむらさんち  ○ 
22 株式会社ラポール デイサービスラポール  ○ 
23 ツクイ守山今宿 ○  
24 医療法人藤本クリニック 藤本クリニックデイサービスセンター ○  
25 医療法人小西醫院 小西醫院デイケアセンター・ショートステイ  ○ 
26 有限会社介護サービスうさぎさん  ○ 
27 新庄こすもす  ○ 
28 大宝リハビリセンター  ○ 
29 デイサービス「孫の手」吉身  ○ 
30 デイサービスきずな ○  
31 リハビリスペースはなみずき  ○ 
32 デイサービス彩り  ○ 
33 シニアサロンヴィレッジ平安  ○ 
34 ケアフル楠の葉  ○ 

35 
ぐるーぷほーむ花梨、小規模多機
能型居宅介護事業所花梨 

 ○ 

36 おうみの里ほたる  ○ 

37 
社会福祉法人友愛カナリヤグループホーム・カ
ナリヤショートステイ・カナリヤの家 

 ○ 

38 認知症対応型デイサービスひだまり  ○ 

 

●児童教育・福祉施設 

 施設名 
中心市街地 
内 外 

1 守山幼稚園 ○  
2 物部幼稚園  ○ 
3 吉身幼稚園  ○ 
4 立入が丘幼稚園  ○ 
5 河西幼稚園  ○ 
6 速野幼稚園  ○ 
7 中洲幼稚園  ○ 
8 守山保育園 ○  
9 古高保育園  ○ 
10 吉身保育園 ○  
11 浮気保育園  ○ 
12 カナリヤ保育園 ○  
13 カナリヤ第二保育園  ○ 
14 若鮎保育園  ○ 
15 ひなぎくこども園保育園  ○ 
16 はねすだこども園  ○ 
17 速野カナリヤこども園  ○ 
18 小津こども園  ○ 
19 玉津こども園  ○ 
20 もりの風こども園  ○ 
21 社会福祉法人ひかり会守山学園  ○ 
22 児童センター  ○ 
23 大型児童センター(ほほえみｾﾝﾀｰ) ○  
24 児童厚生施設友愛児童館・カナリヤクラブ ○  

25 
児童厚生施設友愛第２児童館・ 
カナリヤ第二クラブ 

 ○ 

26 吉身児童クラブ室(めだかクラブ)  ○ 
27 小津児童クラブ室(つくしんぼクラブ)  ○ 
28 物部児童クラブ室(わいわいクラブ)  ○ 
29 立入が丘児童クラブ室(あめんぼクラブ)  ○ 
30 河西児童クラブ室(たんぽぽクラブ)  ○ 
31 玉津児童クラブ室(ひばりクラブ)  ○ 
32 ひなぎく学童クラブ  ○ 
33 まほろば児童クラブ  ○ 
34 カナリヤ第三クラブ ○  
35 中洲児童クラブ室  ○ 

 

●小学校、中学校、高校、特別支援学校、専門学校 

 施設名 
中心市街地 
内 外 

1 守山小学校 ○  
2 物部小学校  ○ 
3 吉身小学校  ○ 
4 立入が丘小学校  ○ 
5 小津小学校  ○ 
6 玉津小学校  ○ 
7 河西小学校  ○ 
8 速野小学校  ○ 
9 中洲小学校  ○ 
10 守山南中学校  ○ 
11 守山中学校  ○ 
12 守山北中学校  ○ 
13 明富中学校  ○ 
14 県立守山中学校  ○ 
15 立命館守山中学校  ○ 
16 県立守山高等学校  ○ 
17 県立守山北高等学校  ○ 
18 立命館守山高等学校  ○ 
19 県立守山養護学校 ○  
20 県立総合保健専門学校 ○  
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樹下神社(安産石)● 
●土橋 

勝部神社 
● ●一里塚 

●本像寺 

●土橋 東門院● 

源内塚(薬師堂)● 
●天満宮 

●中山道街道 
文化交流館 

●酒八 

●ほたる橋 

●道標 

●甲屋跡 
広場● 

吉川 

金森川 

丹堂川 

守山川 

伊勢戸川 

中山道   ● 
守山小学校 

●ＪＲ守山駅 

３）その他の既存ストックの有効活用 

①歴史施設 

・本市は、古くから中山道の宿場町

として栄えた場所であり、中心市

街地内には多くの神社・仏閣と共

に一里塚、道標や歴史的街並み等

名所・旧跡が各所に見られます。 

・中山道沿道以外にもこれらの施設

は点在しており、ネットワーク化

による一体的な歴史的空間の創

出を進めていきます。 

 

 

 

②河川 

・本市の市街地内には、流れが比較

的緩やかで、かつ分流・合流が入

り組んだ系統となっている特徴

ある河川が流れ、市街地内でゲン

ジボタルが飛び交う姿を見るこ

とができます。 

・この貴重な環境を活かすため、歩

行者の動線を整備すると共に、ネ

ットワーク化して回遊性を高め

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縮尺 200ｍ 
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［４］都市機能の集積のための事業等  

都市機能の集積に資すると考えられる事業については以下のとおりです。 

これらの事業は、主に都市活力の再生、連携強化、中心市街地の吸引力及び回遊性の向上を目

的にしており、これらの事業を総合的に推進することによって中心市街地の活性化を図っていき

ます。 

 

○市街地の整備改善に関する事業 

・勝部１号線通学路安全対策整備事業 

・道路のバリアフリー化（古高川田線道路改良工事） 

・銀座三角公園整備事業 

・目田川歩道整備など自然環境保全 

・守山駅前連絡地下道安全性向上検討事業 等 

○都市福利施設整備に関する事業 

・守山市立図書館整備事業 

・図書館サービスの充実検討事業 

・滋賀県立成人病センター第二期改築工事、聴覚・コミュニケーション医療センター構想 

推進事業 

・守山野洲市民交流プラザ福祉文化事業の充実 

・守山市民病院の機能強化の検討 等 

○街なか居住の推進に関する事業 

・中山道の街並み整備事業 

・守山の歴史・伝統文化再発見プロジェクト 

・ＪＲ東側活性化プロジェクト 

・もりやま市民活動屋台村 等 

○経済活力の向上に関する事業 

・守山銀座ビル地区第一種市街地再開発事業 

・守山駅前の顔づくり事業（近江鉄道ビル建て替え事業） 

・平和堂守山店建て替え事業 

・セルバ守山１・２階活性化事業 

・商業交流機能強化による健康・予防医学の取り組み 

・健康・予防医学の取り組みと連携した店舗誘致検討 

・飲食店と連携した食環境づくり 

・中心市街地観光客誘致プロジェクト 

・空店舗対策事業 等 

○上記に掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業 

・公共交通の充実による中心市街地への移動利便性の向上 

・守山駅前西口広場渋滞解消・情報発信機能強化 
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11．その他中心市街地の活性化のために必要な事項 

［１］基本計画に掲げる事業等の推進上の留意事項 

（１）個事業等に関連した実践的・試行的な活動の内容・結果等 

○ゲンジボタルの生態系を守る意識を向上させるための取り組み（守山ほたるパーク＆ウォーク） 

ホタル観賞者が年々増加するなか、マイカーの迷惑駐車が課題となっています。そのため、

ゲンジボタルの生態系を守ると共に、地域住民にとって便利で快適な生活空間を創出してコ

ミュニティ機能の再生を目指すことを目的に、環境にやさしい「パーク＆ウォーク」（＝所定

の駐車場にマイカーを駐車し、バスに乗り換えて、市内のゲンジボタル飛翔地を散策する）

を展開し、ゲンジボタルを通して川の環境を守ることの大切さを学び、 市民一人ひとりが誇

りの持てるふるさと「守山」にすることを目指しています。 

この活動によって、観光物産振興と環境保護の両面において効果が見られます。 

○商店街活性化の３種の神器の実施（100円商店街、まちゼミ、バル） 

商店街活性化の３種の神器である「100円商店街」、「まちゼミ」、「バル」を滋賀県内でいち

早く実施しました。 

それぞれの事業は、事業者間での調整・連携が必要な事業であり、㈱みらいもりやま２１、

守山商工会議所が、主体的な役割を果たすなか、民間事業者間で連携し、商店街の単位では

なく、中心市街地全体のにぎわいの創出に取り組みました。 

 

○健康・予防医学の取り組み 

平成 26年４月にハーブ研究家の講演会である「イングリッシュ・ガーデン・パーティ」に

おいて、オーガニック野菜等を販売する「グリーンガーデン マーケット」が守山市民ホール

で開催されました。 

この取り組みは、健康・予防医学の取り組みの先導的な役割を果たすものであり、現在で

は、中心市街地の「あまが池親水緑地」において、毎月第２土曜日にオーガニックビールや

野菜等を販売するマーケットや健康・予防医学に関する様々なイベントが定期開催されてい

ます。 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーガニックビアガーデンパーティ 
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○社会実験の実施（平成 25年～ 路線バスの利便性向上検討） 

公共交通の利用促進と利用満足度の向上についての研究のため、平成 25 年３月より、近江

鉄道バスにおいて、これまで「守山駅 22 時 16 分発ラフォーレ琵琶湖行き」を最終としてい

た便に、新たに一便を加え「守山駅 23 時発」を最終便とする「終バス延長社会実験」を実施

してきました。 

社会実験では、バス運行事業者の終バス運行における採算性や継続性を勘案し、多角的な

検証を行うため、下記の通り三度にわたる実験を実施しました。 

 

(1) 平成 25年 3月 18日(月)から 7月 31日(金)まで（平日運行）の社会実験 

守山駅 23 時発 ラフォーレ琵琶湖行き：通常料金 

(2) 平成 25年 8月 1日(木)から平成 26年 1月 31日(金)まで（平日運行）の社会実験 

守山駅 23 時発 ラフォーレ琵琶湖行き 

【運賃 200 円以下の区間：100 円割増加算、運賃 210 円以上の区間：200 円割増加算】 

(3) 平成 26年 2月 3日(月)から 7月 31日(木)まで（平日運行）の社会実験 

守山駅 22 時 45 分発 ラフォーレ琵琶湖行き：通常料金 

【びわこエクスプレス利用者への 200 円乗車券贈呈】 

 

■本格運行 

実験期間中の利用状況や利用者アンケート調査結果を検証し、「守山市地域公共交通会議」

で議論するなか、利用者ニーズの最も高かった『守山駅 23 時発通常料金』での本格運行を 8

月 1日より実施しています。 

●本格運行の内容 

・ 開始時期：平成 26年 8月 1日から（平日運行） 

・ 発車時刻：守山駅 23時発 ラフォーレ琵琶湖行き 

・ 料  金：通常料金 

・ 特  典：JR西日本のびわこエクスプレスをご利用し、終バスにご乗車される 

方には、近江鉄道バス全線で利用できる 200円乗車券の贈呈 

※びわこエクスプレスの乗車証明書の提示が必要です。 
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［２］都市計画との調和等 

 

①第５次守山市総合計画 

 ※策定年月日：平成 22 年９月 

ＪＲ守山駅周辺を守山市の玄関口にふさわしい中心市街地活性化ゾーンと位置づけ、

土地の高度利用を推進し、商業施設等に加え文化や福祉関係施設等、多様な都市機能

の充実を図ります。また、既存商業施設の活用促進等、中心市街地活性化基本計画に

基づく都市再生を図ります。 

[施策の方針] 

ＪＲ守山駅周辺の中心市街地をより活気にあふれ便利で住みやすく、かつ魅力的な地

域とするため、「絆と活力ある共生都市の創造」を基本理念として、市民、事業者及び

行政が一丸となって中心市街地の活性化に取り組みます。 

そのために、ゲンジボタルが舞う水辺空間や中山道守山宿等の歴史的資源を有効活用

し、「水辺遊歩道ネットワーク」「歴史回廊ネットワーク」として相互を有機的に連携

すると共に、教育・福祉・文化・交流の機能の充実、事業所や商店街等の活性化にも

取り組み、地域住民や様々な人が集い交流し、憩い、ゆったりと歩いて楽しめるにぎ

わいのあるまちづくりを進めます。 

これらの活性化の効果が市域全体の活性化につながるよう、取り組みを進めます。 

 

②守山市都市計画基本方針（守山市都市計画マスタープラン） 

 ※策定年月日：平成 19 年７月 

○ＪＲ守山駅周辺において、街並みの再生を図り、本市の玄関口及び中心商業地とし

てふさわしい、市民や訪れた人々が交流する拠点を形成します。また、小河川を活

かし、街なか居住を基本に、「歩く」、「出会う」、「憩う」をキーワードに、にぎわい

と活力ある市街地を形成し、核となる文化・医療・福祉施設や生活者の利便性の向

上に資する施設の整備推進を図ります。 

○中山道沿道については、歴史的な街並みの保全を推進すると共に、景観上重要な建

築物等の保全を推進します。 

 

 

［３］その他の事項 

 

 

特になし 
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12．認定基準に適合していることの説明 

基 準 項  目 説 明 

第１号基準 

基本方針に適

合するもので

あること 

意義及び目標に関する事項 １．中心市街地の活性化に関する基本的な方針

参照 

認定の手続 ９．中心市街地活性化協議会に関する事項参照 

中心市街地の位置及び区域に

関する基本的な事項 

２．中心市街地の位置及び区域参照 

４から８までの事業及び措置

の総合的かつ一体的推進に関

する基本的な事項 

４から８までの事業及び措置の総合的かつ一

体的推進については基本方針に即している。 

中心市街地における都市機能

の集積の促進を図るための措

置に関する基本的な事項 

10．中心市街地における都市機能の集積の促進

を図るための措置に関する事項参照 

その他中心市街地の活性化に

関する重要な事項 

11．その他中心市街地の活性化のために必要な

事項参照 

第２号基準 

基本計画の実

施が中心市街

地の活性化の

実現に相当程

度寄与するも

のであると認

められること 

目標を達成するために必要な

４から８までの事業等が記載

されていること 

４から８のすべての事業を記載している。 

基本計画の実施が設定目標の

達成に相当程度寄与するもの

であることが合理的に説明さ

れていること 

３．中心市街地の活性化の目標参照 

第３号基準 

基本計画が円

滑かつ確実に

実施されると

見込まれるも

のであること 

事業の主体が特定されている

か、又は、特定される見込みが

高いこと 

各事業等ごとに掲載した「実施主体」参照 

事業の実施スケジュールが明

確であること 

各事業等ごとに掲載した「実施時期」参照 

 

 


